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玉
重 

輝
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山
本 

　
優
　

　
桜
の
花
び
ら
が
風
に
舞
い
、
春

た
け
な
わ
と
い
っ
た
風
情
で
す
。

　
春
風
が
心
地
よ
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
し
て
「
平
成
」
に
代
わ
る
、
新

し
い
元
号
が
「
令
和
」
と
決
ま
り
、

新
し
い
時
代
が
始
ま
り
ま
す
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
新
年
度
予

算
を
審
査
し
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興

の
ほ
か
、
人
口
減
を
克
服
す
る
た

め
の
施
策
が
も
り
こ
ま
れ
た
予
算

計
上
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
広
報
委
員
一
同
、
読
み

や
す
く
、
わ
か
り
や
す
く
、
親
し

み
の
あ
る
議
会
だ
よ
り
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
　 

（
玉
井 

直
子
）
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吉
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吉
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が
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郷野小学校最後の卒業式（3月20日）

吉　田

八千代文化施設フォルテ（2月24日）

八千代

美土里Ｂ＆Ｇ海洋センター（2月23日）

美土里 高宮Ｂ＆Ｇ海洋センター
大会前の風船割りイベント !

第42回県北招待剣道大会（3月21日）

高　宮

卒業おめでとう！

第1回甲田小学校卒業式（3月20日）

甲　田 若者のパフォーマンス

ふれあいカラオケ発表会（2月3日）

向　原

八千代町民文化祭未来へはばたけ

美土里Ｂ＆Ｇ海洋センター
リニューアルオープン記念式典

今回の題字は、 さん（愛郷小学校６年生）  です。

人がつながる田園都市

あきたかた

第61号 ２０１９（令和元）年５月１５日発行

 地域懇談会報告
 あんな  こんな
 地域のかがやき

  一問一答 
 13人が市政を問う

新年度予算決まる

ほんだ さ 　 な

 ３月定例会

 新年度予算審査

 常任委員会報告

･･･13～19
･･････20～21

････････････24

･･･････････  2～　3  
･･････4～　6  
･･････  8～12

新たな歴史のはじまり（４月５日）

安芸高田市
市議会のページ
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３月定例会３月定例会 ３月定例会３月定例会

■
賛
成

新
田
・
芦
田
・
玉
重
・
玉
井
・
前
重
・

石
飛
・
大
下
・
山
本
・
宍
戸
・
秋
田
・

塚
本
・
金
行
・
水
戸

■
反
対

山
根
・
児
玉
・
熊
高
・
青
原

可

決

 市民総ガイ　ド構想で 市民総ガイ　ド構想で
「住み続けたいまち
災害復旧・復興、

「住み続けたいまち
災害復旧・復興、

安全・安心への取り組み、安全・安心への取り組み、

安芸高田市」の実現
地域の魅力づくり、
教育環境・子育て支援の充実

安芸高田市」の実現
地域の魅力づくり、
教育環境・子育て支援の充実

31
年
度
予
算

　
３
月
定
例
会
を
２
月
21

日
〜
３
月
15
日
ま
で
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
な
ど
10
会

計
の
31
年
度
予
算
と
10
会

計
の
補
正
予
算
は
、
予
算

決
算
常
任
委
員
会
へ
付
託

し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。（
予
算
審
査
は
４
〜

７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
３
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
議
案
審
査
や

所
管
事
務
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。（
８
〜
12
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

　
本
定
例
会
に
お
い
て
付

議
さ
れ
た
40
議
案
に
つ
い

て
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
永
井
　
初
男 

　
さ
ん

　
　
　
　
　
美
土
里
町
北

３
月
定
例
会

■
質
疑

熊
高

　主
要
材
料
の
調
達

の
厳
し
さ
が
あ
っ
た
が
、

工
期
も
含
め
た
入
札
結
果

か
。

蔵
城
建
設
部
長
　
主
要
材

料
の
調
達
に
時
間
を
要
し

て
い
る
。
工
期
に
つ
い
て

も
協
議
し
、
産
直
市
の
改

修
工
事
か
ら
進
め
、
工
期

内
に
お
さ
め
る
。

■
採
決全

員
賛
成

○
道
の
駅
（
仮
称
）
あ
き

た
か
た
新
築
工
事
の
請

負
契
約
の
締
結

契
約
金
額

　
６
億
４
０
２
２
万
４
千
円

受
注
者

砂
原
・
和
田
工
事
共
同

企
業
体

工
期平

成
31
年
４
月
１
日
〜

平
成
32
年
３
月
31
日

○
31
年
度
一
般
会
計
予
算

議
案
第
35
号

議
案
第
25
号

　教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

　
　
廣
瀬
　
ゆ
み
子 

　
さ
ん

　
　
　
　
　
八
千
代
町
上
根

　教
育
委
員
の
任
命

■
同
意
（
２
件
）

同

　意

　
全
国
知
事
会
か
ら
の
「
米
軍

基
地
負
担
に
関
す
る
提
言
」
を

実
行
し
、
日
米
地
位
協
定
の
抜

本
的
な
見
直
し
に
取
り
組
む
よ

う
要
望
す
る
も
の
。

※

国
の
関
係
機
関
へ
提
出
す
る
。

○
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

■
発
議
（
１
件
）

全
員
賛
成

本会議の議決風景

■
反
対
討
論

児
玉
　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
公
園
整

備
事
業
は
、
経
営
主
体
や
整
備

財
源
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
負

担
に
課
題
が
あ
る
。
市
民
へ
の

説
明
責
任
が
果
た
せ
ず
、
ま
ず

は
初
期
投
資
を
控
え
、
後
年
度

負
担
を
明
確
に
し
た
進
め
方
が

必
要
と
考
え
反
対
。

山
根
　
鑑
賞
期
間
の
短
い
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
を
持
っ
て
く
る
か
ら

に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
運
営

体
制
の
も
と
、
初
期
投
資
を
抑

え
た
慎
重
な
事
業
展
開
が
必
要

と
考
え
反
対
。

熊
高
　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
公
園
整

備
事
業
は
、
用
地
買
収
・
造
成

の
流
れ
で
建
物
あ
り
き
に
結
び

つ
く
。
熟
慮
を
重
ね
、
見
通
し

を
示
し
て
進
め
る
べ
き
と
考
え

反
対
。

■
賛
成
討
論

宍
戸
　
災
害
復
旧
と
復
興
の
予

算
で
あ
り
、
人
口
減
対
策
の
予

算
で
あ
る
と
考
え
賛
成
。

玉
重
　
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

討
論

■

採
決

■
賛
成
多
数

■
付
託
議
案
以
外
で
可

決
さ
れ
た
主
な
議
案

画
に
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
公
園
整
備

事
業
を
追
加
す
る
議
案
第
７
号

を
、
全
会
一
致
で
可
決
し
て
お

り
認
め
る
べ
き
。

新
田
　
本
市
の
観
光
客
、
観
光

消
費
額
は
増
加
傾
向
で
あ
り
、

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
よ
っ
て
必
ず

賑
わ
い
を
創
出
で
き
る
と
考
え

賛
成
。

前
重
　
災
害
か
ら
の
復
興
予
算

で
あ
り
、
早
い
復
興
が
第
一
。

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
執
行
留
保
も

さ
れ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
変
更

し
た
予
算
で
あ
り
賛
成
。

大
下
　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
、
順

番
や
集
客
内
容
に
曖
昧
な
と
こ

ろ
が
あ
り
、
多
く
の
市
民
の
反

対
も
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

た
だ
き
、
賛
成
。
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予算審査予算審査

主
な
質
疑

予算審査予算審査

　　　　　　予算のポイント
　　昨年7月の豪雨災害からの復興

　　一般会計　212億
特別会計　106億6229万7千円

　　　　　　予算のポイント
　　昨年7月の豪雨災害からの復興

　　一般会計　212億
特別会計　106億6229万7千円

　　　　　人口減を克服するため
「子育て支援の充実」「学校教育の充実」「地域での仕事づくり」

３６００万円
水道事業会計　15億7882万3千円

　　　　　人口減を克服するため
「子育て支援の充実」「学校教育の充実」「地域での仕事づくり」

３６００万円
水道事業会計　15億7882万3千円

■ 

総
務
部

Ｑ
　
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設

備
貸
付
収
入
を
、
前
年
度

よ
り
２
６
０
０
万
円
減
額

し
た
要
因
は
。

Ａ
　
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
に

係
る
、
セ
ン
タ
ー
設
備
等

の
機
器
保
守
を
相
殺
し
た

た
め
減
額
し
て
い
る
。

Ｑ
　
お
太
助
フ
ォ
ン
か
ら

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

■ 

市
民
部

Ｑ
　
市
民
総
ガ
イ
ド
構
想

で
、
翻
訳
機
器
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
さ
れ

る
が
、
市
民
に
向
け
た
取

り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
　
市
民
に
向
け
た
取
り

組
み
で
あ
る
が
、
ま
ず
は

職
員
研
修
を
行
い
職
員

に
、
外
国
人
と
の
言
葉
の

壁
を
少
し
で
も
低
く
す
る

こ
と
を
認
識
さ
せ
た
う
え

で
、
市
民
へ
の
啓
発
を
行

い
た
い
。

Ｑ
　
30
年
度
に
た
か
み
や

人
権
会
館
が
改
修
さ
れ
、

31
年
度
に
は
甲
田
人
権
会

館
の
改
修
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
公
共
施
設
の
統

廃
合
が
議
論
さ
れ
る
中
、

将
来
的
に
４
館
あ
る
人
権

会
館
を
１
館
に
す
る
構
想

は
な
い
か
。

Ａ
　
す
ぐ
に
と
は
な
ら
な

い
が
、
地
域
の
事
情
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
今
後
ど
う

あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、

慎
重
に
議
論
し
て
い
き
た

い
。

■ 

一
般
会
計 

■

Ａ
　
来
年
度
は
、
お
太
助

フ
ォ
ン
を
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
つ
な
げ
、
災
害

時
の
災
害
専
用
ペ
ー
ジ
を

お
太
助
フ
ォ
ン
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
準
備

を
進
め
た
い
。

■ 

企
画
振
興
部

Ｑ
　
新
社
会
人
つ
な
が
り

づ
く
り
事
業
は
非
常
に
評

価
で
き
る
が
、
参
加
者
同

士
で
給
料
を
比
べ
る
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
会
社
を

辞
め
て
、
別
の
会
社
に
行

く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、
そ
の
点
の
徹
底
を
研

究
材
料
と
し
て
も
ら
い
た

い
が
。

Ａ
　
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
何
社
か
に
確
認
し
た
が
、

横
に
つ
な
が
り
が
で
き
、

得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
の
ほ

う
が
大
き
い
と
意
見
を
頂

い
た
。
個
々
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
事
業
を
進
め
る

中
で
、
各
企
業
の
皆
さ
ん

と
相
談
し
て
決
め
た
い
。

　
２
月
21
日
の
本
会
議

に
お
い
て
審
査
を
付
託

さ
れ
た
31
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
予
算
10

議
案
を
３
月
７
日
・
８

日
・
11
日
の
３
日
間
委

員
会
を
開
き
、慎
重
に
審

査
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
青
原 

敏
治

副
委
員
長
　
大
下 

正
幸

委
　
　
員
　
議
長
を
除

　
　
　
　
　
く
全
議
員

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告
（
抜
粋
）

　
31
年
度
の
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
昨
年
７
月
の

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
の
ほ
か
、
最
重
要
課
題
で

あ
る
「
人
口
減
」
を
克
服
す
る
た
め
の
「
子
育
て

支
援
の
充
実
」「
地
域
で
の
仕
事
づ
く
り
」
が
主
要

施
策
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
予
算
計
上
が
な
さ
れ
て

お
り
、「
人
口
の
社
会
増
を
目
指
す
取
り
組
み
」
が

進
め
ら
れ
る
。

若手社員の職場の定着、
つながりを目指して！

■ 

教
育
委
員
会

Ｑ
　
情
報
教
育
推
進
基
盤

整
備
事
業
で
、
各
学
校
に

あ
る
パ
ソ
コ
ン
の
入
れ
替

え
、
電
子
黒
板
の
設
置
に

か
か
る
計
画
の
詳
細
は
。

Ａ
　
各
学
校
に
あ
る
パ
ソ

コ
ン
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
約

４
６
０
台
を
、
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
型
か
ら
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
に
変
更
し
、
教
職
員

用
パ
ソ
コ
ン
約
３
３
０
台

を
入
れ
替
え
る
。
電
子
黒

板
は
、
既
に
小
学
校
に
約

60
台
、
モ
デ
ル
校
の
普
通

教
室
に
21
台
を
設
置
す
る

計
画
で
あ
る
。

■ 

福
祉
保
健
部

Ｑ
　
甲
田
町
の
３
保
育
園

の
統
合
に
よ
る
、
財
政
的

効
果
は
。

Ａ
　
公
立
保
育
所
３
園
の

運
営
費
総
額
は
、
概
算
で

２
億
６
千
万
円
程
度
で
あ

る
が
、
い
づ
み
園
の
運
営

費
は
、
１
億
５
千
万
円
程

度
と
見
込
ま
れ
る
。
統
合

に
よ
り
保
育
士
の
人
材
確

保
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
美
土
里
・
高
宮
の
３

保
育
所
が
、
保
育
所
型
認

定
こ
ど
も
園
に
移
行
で
き

た
ほ
か
、
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
実
施
や
子

ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

の
充
実
な
ど
、
子
育
て

サ
ー
ビ
ス
面
で
の
効
果
が

大
き
い
。

４月に開園　民設民営の甲田いづみこども園

デスクトップ型からタブレット型へ
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予算審査予算審査

主
な
質
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予算審査予算審査

　　　　　　予算のポイント
　　昨年7月の豪雨災害からの復興

　　一般会計　212億
特別会計　106億6229万7千円

　　　　　　予算のポイント
　　昨年7月の豪雨災害からの復興

　　一般会計　212億
特別会計　106億6229万7千円

　　　　　人口減を克服するため
「子育て支援の充実」「学校教育の充実」「地域での仕事づくり」

３６００万円
水道事業会計　15億7882万3千円

　　　　　人口減を克服するため
「子育て支援の充実」「学校教育の充実」「地域での仕事づくり」

３６００万円
水道事業会計　15億7882万3千円

■ 

総
務
部

Ｑ
　
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設

備
貸
付
収
入
を
、
前
年
度

よ
り
２
６
０
０
万
円
減
額

し
た
要
因
は
。

Ａ
　
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
に

係
る
、
セ
ン
タ
ー
設
備
等

の
機
器
保
守
を
相
殺
し
た

た
め
減
額
し
て
い
る
。

Ｑ
　
お
太
助
フ
ォ
ン
か
ら

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

■ 

市
民
部

Ｑ
　
市
民
総
ガ
イ
ド
構
想

で
、
翻
訳
機
器
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
さ
れ

る
が
、
市
民
に
向
け
た
取

り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
　
市
民
に
向
け
た
取
り

組
み
で
あ
る
が
、
ま
ず
は

職
員
研
修
を
行
い
職
員

に
、
外
国
人
と
の
言
葉
の

壁
を
少
し
で
も
低
く
す
る

こ
と
を
認
識
さ
せ
た
う
え

で
、
市
民
へ
の
啓
発
を
行

い
た
い
。

Ｑ
　
30
年
度
に
た
か
み
や

人
権
会
館
が
改
修
さ
れ
、

31
年
度
に
は
甲
田
人
権
会

館
の
改
修
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
公
共
施
設
の
統

廃
合
が
議
論
さ
れ
る
中
、

将
来
的
に
４
館
あ
る
人
権

会
館
を
１
館
に
す
る
構
想

は
な
い
か
。

Ａ
　
す
ぐ
に
と
は
な
ら
な

い
が
、
地
域
の
事
情
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
今
後
ど
う

あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、

慎
重
に
議
論
し
て
い
き
た

い
。

■ 

一
般
会
計 

■

Ａ
　
来
年
度
は
、
お
太
助

フ
ォ
ン
を
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
つ
な
げ
、
災
害

時
の
災
害
専
用
ペ
ー
ジ
を

お
太
助
フ
ォ
ン
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
準
備

を
進
め
た
い
。

■ 

企
画
振
興
部

Ｑ
　
新
社
会
人
つ
な
が
り

づ
く
り
事
業
は
非
常
に
評

価
で
き
る
が
、
参
加
者
同

士
で
給
料
を
比
べ
る
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
会
社
を

辞
め
て
、
別
の
会
社
に
行

く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、
そ
の
点
の
徹
底
を
研

究
材
料
と
し
て
も
ら
い
た

い
が
。

Ａ
　
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
何
社
か
に
確
認
し
た
が
、

横
に
つ
な
が
り
が
で
き
、

得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
の
ほ

う
が
大
き
い
と
意
見
を
頂

い
た
。
個
々
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
事
業
を
進
め
る

中
で
、
各
企
業
の
皆
さ
ん

と
相
談
し
て
決
め
た
い
。

　
２
月
21
日
の
本
会
議

に
お
い
て
審
査
を
付
託

さ
れ
た
31
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
予
算
10

議
案
を
３
月
７
日
・
８

日
・
11
日
の
３
日
間
委

員
会
を
開
き
、慎
重
に
審

査
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
青
原 

敏
治

副
委
員
長
　
大
下 

正
幸

委
　
　
員
　
議
長
を
除

　
　
　
　
　
く
全
議
員

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告
（
抜
粋
）

　
31
年
度
の
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
昨
年
７
月
の

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
の
ほ
か
、
最
重
要
課
題
で

あ
る
「
人
口
減
」
を
克
服
す
る
た
め
の
「
子
育
て

支
援
の
充
実
」「
地
域
で
の
仕
事
づ
く
り
」
が
主
要

施
策
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
予
算
計
上
が
な
さ
れ
て

お
り
、「
人
口
の
社
会
増
を
目
指
す
取
り
組
み
」
が

進
め
ら
れ
る
。

若手社員の職場の定着、
つながりを目指して！

■ 

教
育
委
員
会

Ｑ
　
情
報
教
育
推
進
基
盤

整
備
事
業
で
、
各
学
校
に

あ
る
パ
ソ
コ
ン
の
入
れ
替

え
、
電
子
黒
板
の
設
置
に

か
か
る
計
画
の
詳
細
は
。

Ａ
　
各
学
校
に
あ
る
パ
ソ

コ
ン
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
約

４
６
０
台
を
、
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
型
か
ら
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
に
変
更
し
、
教
職
員

用
パ
ソ
コ
ン
約
３
３
０
台

を
入
れ
替
え
る
。
電
子
黒

板
は
、
既
に
小
学
校
に
約

60
台
、
モ
デ
ル
校
の
普
通

教
室
に
21
台
を
設
置
す
る

計
画
で
あ
る
。

■ 

福
祉
保
健
部

Ｑ
　
甲
田
町
の
３
保
育
園

の
統
合
に
よ
る
、
財
政
的

効
果
は
。

Ａ
　
公
立
保
育
所
３
園
の

運
営
費
総
額
は
、
概
算
で

２
億
６
千
万
円
程
度
で
あ

る
が
、
い
づ
み
園
の
運
営

費
は
、
１
億
５
千
万
円
程

度
と
見
込
ま
れ
る
。
統
合

に
よ
り
保
育
士
の
人
材
確

保
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
美
土
里
・
高
宮
の
３

保
育
所
が
、
保
育
所
型
認

定
こ
ど
も
園
に
移
行
で
き

た
ほ
か
、
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
実
施
や
子

ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

の
充
実
な
ど
、
子
育
て

サ
ー
ビ
ス
面
で
の
効
果
が

大
き
い
。

４月に開園　民設民営の甲田いづみこども園

デスクトップ型からタブレット型へ
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補正予算補正予算 予算審査予算審査

一般会計 補正予算
3億874万1千円減額

（予算総額　238億8175万5千円）

一般会計 補正予算
3億874万1千円減額

（予算総額　238億8175万5千円）

地域の魅力づくり・活力づくりに
道の駅整備事業

田んぼアート公園整備事業
民泊事業

地域の魅力づくり・活力づくりに
道の駅整備事業

田んぼアート公園整備事業
民泊事業

■ 

産
業
振
興
部

Ｑ
　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
公
園

整
備
事
業
に
か
か
る
民
間

と
の
関
係
、
市
の
取
り
組

み
体
制
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ
　
民
間
団
体
等
の
協
議

に
お
い
て
、
法
人
化
に
向

け
た
定
数
等
の
整
備
や
、

法
人
登
記
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
庁
舎
内
で
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
関
係
部
局
で
連

携
を
と
っ
て
い
る
。
３
月
中

旬
に
は
実
行
委
員
会
を
開

催
す
る
ほ
か
、
市
内
の
福

祉
施
設
と
連
携
し
た
事
業

展
開
も
考
え
て
い
る
。

■ 

教
育
委
員
会

Ｑ
　
特
別
教
室
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
、
１
億
５
千
万

円
を
計
上
し
て
い
る
が
、

小
・
中
学
校
の
何
教
室
に

設
置
さ
れ
た
こ
と
に
な
る

の
か
。

Ａ
　
小
学
校
特
別
教
室
21

教
室
と
中
学
校
特
別
教
室

40
教
室
に
設
置
す
る
の

で
、
ほ
ぼ
全
て
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

■ 

建
設
部

Ｑ
　
現
在
、Ｊ
Ｒ
芸
備
線

が
不
通
に
な
っ
て
お
り
、

利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
、

芸
備
線
利
用
者
の
市
営
駐

車
場
使
用
料
を
廃
止
す
る

考
え
は
な
い
か
。

Ａ
　
芸
備
線
の
利
用
促
進

を
目
的
に
、
甲
立
駅
・
向

原
駅
の
近
隣
に
駐
車
場
を

設
け
る
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ

イ
ド
事
業
を
進
め
て
き
た

経
緯
が
あ
る
。
民
間
の
駐

車
場
経
営
が
あ
る
こ
と
を

考
慮
し
有
料
と
し
て
き
た

が
、
芸
備
線
の
利
用
促
進

に
向
け
た
考
え
の
一
つ
と

し
て
、
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

■ 

特
別
会
計

Ｑ
　
水
道
事
業
会
計
予
算

の
中
で
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
か
か
る
予
算
に
将
来
的

な
不
安
は
な
い
か
。

Ａ
　
水
道
管
は
市
内
に
５

４
０
km
余
り
あ
る
。
耐
用

年
数
を
超
え
た
も
の
を
全

て
更
新
で
き
れ
ば
よ
い
が
、

資
金
の
融
通
が
き
く
範
囲

内
で
進
め
る
た
め
、
ま
ず

は
不
具
合
が
生
じ
る
箇
所

の
更
新
か
ら
考
え
て
い
る
。

■ 

修
正
動
議

　「
議
案
第
25
号
平
成
31
年

度
安
芸
高
田
市
一
般
会
計

予
算
」
に
つ
い
て
、「
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
公
園
整
備
事
業

予
算
の
公
園
用
地
造
成
に

か
か
る
費
用
を
減
額
す
る

も
の
」
と
の
内
容
の
修
正

動
議
が
提
出
さ
れ
た
。

■ 

修
正
案
　
賛
成
討
論

①
市
の
財
政
を
圧
迫
す
る

施
設
に
な
っ
て
は
な
ら

な
い
た
め
、
実
証
実
験

に
よ
り
、
将
来
的
に
必

パークアンドライド（甲立駅）

31年度予算に改めて計上される向原町寺山橋

ず
成
功
す
る
見
通
し
が

立
っ
た
う
え
で
実
行
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

②
31
年
度
は
試
験
的
に
取

り
組
む
こ
と
を
踏
ま
え

て
事
業
を
進
め
る
と
言

わ
れ
な
が
ら
、
用
地
買

収
を
さ
れ
る
こ
と
は
時

期
尚
早
で
あ
る
。

■ 

原
案
賛
成
討
論

①
こ
れ
ま
で
特
別
委
員
会

で
調
査
し
予
算
等
を
賛

成
し
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。
新
た
な
観
光
資
源

と
し
て
市
の
魅
力
を
感

じ
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
こ
れ
ら
の
予
算
措
置

は
必
要
。

②
市
民
の
多
様
な
意
見
が

あ
る
こ
と
は
十
分
承
知

し
て
い
る
が
、
特
別
委

員
会
で
綿
密
か
つ
緊
急

的
に
調
査
を
継
続
す
る

こ
と
に
よ
り
事
業
推
進

を
図
る
べ
き
。

討
論
・
採
決

■

原
案
可
決

賛
成
少
数

■ 

総
務
部

Ｑ
　
災
害
用
の
備
品
は
、

各
支
所
に
置
か
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
食
料
品
も
あ

る
の
か
。

Ａ
　
給
水
タ
ン
ク
や
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
が
主
な
も

の
。
食
料
品
は
消
耗
品
費

と
し
て
購
入
し
て
い
る
。

■ 

福
祉
保
健
部

Ｑ
　
児
童
扶
養
手
当
費

５
０
１
万
１
千
円
、
児
童

手
当
給
付
事
業
費
２
４
０

６
万
円
の
減
額
理
由
は
。

Ａ
　
児
童
扶
養
手
当
費
は

９
名
減
少
し
て
い
る
の

で
、
１
カ
月
あ
た
り
約
４

万
２
５
０
０
円
に
12
カ
月

の
人
数
分
を
乗
じ
る
と
概

ね
５
０
０
万
円
。
児
童
手

当
給
付
事
業
費
は
、
延
べ

１
６
５
８
人
減
少
と
見
込

み
２
４
０
６
万
円
を
減
額

し
た
。

■ 

産
業
振
興
部

Ｑ
　
観
光
振
興
施
設
補
助

金
を
７
月
豪
雨
災
害
の
精
算

主
な
質
疑

に
よ
り
減
額
し
た
理
由
は
。

Ａ
　
９
月
補
正
で
は
豪
雨

災
害
に
よ
る
市
の
観
光
施

設
等
の
宿
泊
利
用
の
減
少

に
伴
う
経
営
支
援
を
行
っ

た
が
、
実
績
に
よ
り
減
額

し
た
。

■ 

企
画
振
興
部

Ｑ
　
旧
三
江
線
代
替
交
通

確
保
運
営
基
金
の
交
付
対

象
と
な
る
事
業
は
。

Ａ
　
旧
三
江
線
の
代
替
バ

ス
の
持
続
可
能
性
を
高
め

る
施
策
や
、
沿
線
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
事
業
が

対
象
で
あ
る
。

Ｑ
　
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
へ
の
接
続
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
接

続
か
。
ま
た
、
新
た
な
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
市
を

広
報
す
る
考
え
は
あ
る
の

か
。

Ａ
　
観
光
協
会
か
ら
の
接

続
と
な
る
。
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
多
く
の
人
に
伝

わ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

可
　
決

30
年
度
補
正

主な増額

○小学校・中学校設備等
　管理整備事業　　　

約 2億 5500万円

主な減額

＜土木施設災害復旧費＞
○30年度予算を減額し 31年度当初予算で計上

▲約 3億 7380万円

他市町に先駆けて
学校のエアコン整備完了
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補正予算補正予算 予算審査予算審査

一般会計 補正予算
3億874万1千円減額

（予算総額　238億8175万5千円）

一般会計 補正予算
3億874万1千円減額

（予算総額　238億8175万5千円）

地域の魅力づくり・活力づくりに
道の駅整備事業

田んぼアート公園整備事業
民泊事業

地域の魅力づくり・活力づくりに
道の駅整備事業

田んぼアート公園整備事業
民泊事業

■ 

産
業
振
興
部

Ｑ
　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
公
園

整
備
事
業
に
か
か
る
民
間

と
の
関
係
、
市
の
取
り
組

み
体
制
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ
　
民
間
団
体
等
の
協
議

に
お
い
て
、
法
人
化
に
向

け
た
定
数
等
の
整
備
や
、

法
人
登
記
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
庁
舎
内
で
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
関
係
部
局
で
連

携
を
と
っ
て
い
る
。
３
月
中

旬
に
は
実
行
委
員
会
を
開

催
す
る
ほ
か
、
市
内
の
福

祉
施
設
と
連
携
し
た
事
業

展
開
も
考
え
て
い
る
。

■ 

教
育
委
員
会

Ｑ
　
特
別
教
室
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
、
１
億
５
千
万

円
を
計
上
し
て
い
る
が
、

小
・
中
学
校
の
何
教
室
に

設
置
さ
れ
た
こ
と
に
な
る

の
か
。

Ａ
　
小
学
校
特
別
教
室
21

教
室
と
中
学
校
特
別
教
室

40
教
室
に
設
置
す
る
の

で
、
ほ
ぼ
全
て
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

■ 

建
設
部

Ｑ
　
現
在
、Ｊ
Ｒ
芸
備
線

が
不
通
に
な
っ
て
お
り
、

利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
、

芸
備
線
利
用
者
の
市
営
駐

車
場
使
用
料
を
廃
止
す
る

考
え
は
な
い
か
。

Ａ
　
芸
備
線
の
利
用
促
進

を
目
的
に
、
甲
立
駅
・
向

原
駅
の
近
隣
に
駐
車
場
を

設
け
る
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ

イ
ド
事
業
を
進
め
て
き
た

経
緯
が
あ
る
。
民
間
の
駐

車
場
経
営
が
あ
る
こ
と
を

考
慮
し
有
料
と
し
て
き
た

が
、
芸
備
線
の
利
用
促
進

に
向
け
た
考
え
の
一
つ
と

し
て
、
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

■ 

特
別
会
計

Ｑ
　
水
道
事
業
会
計
予
算

の
中
で
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
か
か
る
予
算
に
将
来
的

な
不
安
は
な
い
か
。

Ａ
　
水
道
管
は
市
内
に
５

４
０
km
余
り
あ
る
。
耐
用

年
数
を
超
え
た
も
の
を
全

て
更
新
で
き
れ
ば
よ
い
が
、

資
金
の
融
通
が
き
く
範
囲

内
で
進
め
る
た
め
、
ま
ず

は
不
具
合
が
生
じ
る
箇
所

の
更
新
か
ら
考
え
て
い
る
。

■ 

修
正
動
議

　「
議
案
第
25
号
平
成
31
年

度
安
芸
高
田
市
一
般
会
計

予
算
」
に
つ
い
て
、「
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
公
園
整
備
事
業

予
算
の
公
園
用
地
造
成
に

か
か
る
費
用
を
減
額
す
る

も
の
」
と
の
内
容
の
修
正

動
議
が
提
出
さ
れ
た
。

■ 

修
正
案
　
賛
成
討
論

①
市
の
財
政
を
圧
迫
す
る

施
設
に
な
っ
て
は
な
ら

な
い
た
め
、
実
証
実
験

に
よ
り
、
将
来
的
に
必

パークアンドライド（甲立駅）

31年度予算に改めて計上される向原町寺山橋

ず
成
功
す
る
見
通
し
が

立
っ
た
う
え
で
実
行
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

②
31
年
度
は
試
験
的
に
取

り
組
む
こ
と
を
踏
ま
え

て
事
業
を
進
め
る
と
言

わ
れ
な
が
ら
、
用
地
買

収
を
さ
れ
る
こ
と
は
時

期
尚
早
で
あ
る
。

■ 

原
案
賛
成
討
論

①
こ
れ
ま
で
特
別
委
員
会

で
調
査
し
予
算
等
を
賛

成
し
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。
新
た
な
観
光
資
源

と
し
て
市
の
魅
力
を
感

じ
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
こ
れ
ら
の
予
算
措
置

は
必
要
。

②
市
民
の
多
様
な
意
見
が

あ
る
こ
と
は
十
分
承
知

し
て
い
る
が
、
特
別
委

員
会
で
綿
密
か
つ
緊
急

的
に
調
査
を
継
続
す
る

こ
と
に
よ
り
事
業
推
進

を
図
る
べ
き
。

討
論
・
採
決

■

原
案
可
決

賛
成
少
数

■ 

総
務
部

Ｑ
　
災
害
用
の
備
品
は
、

各
支
所
に
置
か
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
食
料
品
も
あ

る
の
か
。

Ａ
　
給
水
タ
ン
ク
や
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
が
主
な
も

の
。
食
料
品
は
消
耗
品
費

と
し
て
購
入
し
て
い
る
。

■ 

福
祉
保
健
部

Ｑ
　
児
童
扶
養
手
当
費

５
０
１
万
１
千
円
、
児
童

手
当
給
付
事
業
費
２
４
０

６
万
円
の
減
額
理
由
は
。

Ａ
　
児
童
扶
養
手
当
費
は

９
名
減
少
し
て
い
る
の

で
、
１
カ
月
あ
た
り
約
４

万
２
５
０
０
円
に
12
カ
月

の
人
数
分
を
乗
じ
る
と
概

ね
５
０
０
万
円
。
児
童
手

当
給
付
事
業
費
は
、
延
べ

１
６
５
８
人
減
少
と
見
込

み
２
４
０
６
万
円
を
減
額

し
た
。

■ 

産
業
振
興
部

Ｑ
　
観
光
振
興
施
設
補
助

金
を
７
月
豪
雨
災
害
の
精
算

主
な
質
疑

に
よ
り
減
額
し
た
理
由
は
。

Ａ
　
９
月
補
正
で
は
豪
雨

災
害
に
よ
る
市
の
観
光
施

設
等
の
宿
泊
利
用
の
減
少

に
伴
う
経
営
支
援
を
行
っ

た
が
、
実
績
に
よ
り
減
額

し
た
。

■ 

企
画
振
興
部

Ｑ
　
旧
三
江
線
代
替
交
通

確
保
運
営
基
金
の
交
付
対

象
と
な
る
事
業
は
。

Ａ
　
旧
三
江
線
の
代
替
バ

ス
の
持
続
可
能
性
を
高
め

る
施
策
や
、
沿
線
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
事
業
が

対
象
で
あ
る
。

Ｑ
　
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
へ
の
接
続
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
接

続
か
。
ま
た
、
新
た
な
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
市
を

広
報
す
る
考
え
は
あ
る
の

か
。

Ａ
　
観
光
協
会
か
ら
の
接

続
と
な
る
。
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
多
く
の
人
に
伝

わ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

可
　
決

30
年
度
補
正

主な増額

○小学校・中学校設備等
　管理整備事業　　　

約 2億 5500万円

主な減額

＜土木施設災害復旧費＞
○30年度予算を減額し 31年度当初予算で計上

▲約 3億 7380万円

他市町に先駆けて
学校のエアコン整備完了
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道の駅建設予定地

新設された甲立地域交流センター

総務企画総務企画

■
質
疑

塚
本
　
事
業
調
整
員
は

い
つ
ま
で
置
く
の
か
。

ま
た
、
駅
長
就
任
と
な

る
の
か
。

行
森
政
策
企
画
課
長

　

　委
嘱
の
日
か
ら
来
年

度
末
ま
で
と
し
、
駅
長

は
別
途
選
任
す
る
。

　
２
月
25
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
７
件
、
要

望
１
件
、
陳
情
１
件
を

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
特
別
職

の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
安
芸
高
田
市
基
幹
集

会
所
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
安
芸
高
田
市
公
共
施

設
使
用
料
の
適
正
化

及
び
消
費
税
率
の
改

定
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条

例
○
安
芸
高
田
市
地
域
福

祉
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
新
市
建
設
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

○
安
芸
高
田
市
公
の
施

設
の
指
定
管
理
者
の

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
指
定
に
つ
い
て

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

（
審
査
し
た
要
望
）

○
要
望
書
「
建
設
フ
ェ
ス

タ
in
安
芸
高
田
」
の
安

芸
高
田
市
の
補
助
事

業
と
し
て
の
位
置
付

け
に
つ
い
て

（
審
査
し
た
陳
情
）

○
陳
情
書 

全
国
知
事
会
の

「
米
軍
基
地
負
担
に
関

す
る
提
言
」
の
主
旨
に

基
づ
い
て
、
地
方
自
治

の
根
幹
を
脅
か
す
日
米

地
位
協
定
の
見
直
し
を

国
に
求
め
る
意
見
書
を

提
出
す
る
事
を
求
め
る

委
員
長
　
宍
戸 

邦
夫

副
委
員
長
　
新
田 

和
明

委
　
　
員
　
石
飛 

慶
久

　
　
　
　
　
山
本 

　
優

　
　
　
　
　
塚
本 

　
近

　
　
　
　
　
先
川 

和
幸

　
道
の
駅
（
仮
称
）
あ

き
た
か
た
の
運
営
会
社

創
立
後
の
運
営
体
制
の

確
立
や
計
画
策
定
等
に

つ
い
て
諸
準
備
を
行
う

た
め
に
「
道
の
駅
事
業

調
整
員
」
を
配
置
す
る

も
の
。 ■

概
要

　
合
併
特
例
債
を
活

用
し
た
事
業
期
間
が
５

年
間
延
長
さ
れ
る
も
の

で
「
新
市
建
設
計
画
」

の
計
画
期
間
に
つ
い
て

も
変
更
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

■
概
要

　
過
疎
債
を
財
源
と
し

て
実
施
す
る
事
業
に
つ

い
て
は
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
事
業
が
対
象
と

な
る
た
め
、
新
た
に
実

施
し
よ
う
と
す
る
「
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
公
園
整
備

事
業
」
を
過
疎
計
画
に

追
加
す
る
も
の
と
、
そ

れ
に
関
連
し
た
字
句
の

訂
正
を
行
う
も
の
。

■
概
要

　
甲
立
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
ほ
か
６
施
設
に
つ

い
て
「
公
の
施
設
に
お

け
る
指
定
管
理
者
の
指

定
手
続
き
等
に
関
す
る

条
例
」
の
規
定
に
よ
り

指
定
管
理
者
の
候
補
者

を
選
定
し
た
の
で
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

■
概
要

　
新
設
す
る
甲
立
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
及
び
、

高
宮
川
根
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
、
川
根
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
の
２
施
設

を
追
加
す
る
と
と
も

に
、「
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
条

例
」
を
廃
止
す
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
、
利
用

料
金
の
見
直
し
を
行
う

ほ
か
関
連
条
文
の
改
正

を
行
う
も
の
。

■
概
要

　
公
共
施
設
の
使
用
料

等
に
つ
い
て
【
受
益
者

負
担
の
適
正
化
】
の
考

え
方
に
基
づ
き
、「
人

権
会
館
設
置
及
び
管
理

条
例
」
等
関
係
８
条
例

の
利
用
料
金
に
係
る
規

定
を
改
正
す
る
も
の
で

あ
り
、
併
せ
て
消
費
税

率
引
き
上
げ
に
伴
う
改

正
を
行
う
ほ
か
関
係
条

項
を
整
理
す
る
た
め
改

正
を
行
う
も
の
。

■
概
要

安
芸
高
田
市
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

安
芸
高
田
市
基
幹
集
会

所
設
置
及
び
管
理
条
例

の一部
を
改
正
す
る
条
例

安
芸
高
田
市
公
共
施
設

使
用
料
の
適
正
化
及
び

消
費
税
率
の
改
定
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例

新
市
建
設
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

■
質
疑

山
本
　
料
金
の
上
限
と

あ
る
が
、
上
限
額
よ
り

安
く
し
て
も
良
い
と
い

う
こ
と
か
。

内
藤
財
産
管
理
課
長

　

　上
限
額
を
決
め
た
も

の
で
あ
り
、
こ
の
範
囲

内
で
利
用
料
金
を
徴
収

す
る
こ
と
は
可
能
。

■
質
疑

塚
本
　
公
募
を
し
て
も

良
い
よ
う
な
施
設
も
あ

る
が
公
募
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

河
本
財
政
課
長

　地
域

に
密
着
し
た
施
設
は
地

域
で
管
理
し
て
も
ら
う

の
が
最
適
と
思
っ
て
い

る
。
一
方
、
施
設
の
特

性
を
引
き
出
せ
る
こ
と

が
で
き
る
施
設
に
つ
い

て
は
公
募
を
取
り
入
れ

要望書「建設フェスタｉｎ安芸高田」の安芸高田市の補助事業としての位置
付けについて
〔要 望 者〕一般社団法人　安芸高田市建設業協会　理事長　和田一雄
〔審査結果〕上記の要望は、委員会で継続審査することとした。

要　望

総務企画総務企画

陳　情
陳情書 全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基づいて、地
方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直しを国に求める意見書を提出する
事を求める
〔陳 情 者〕日米地位協定を見直す会　共同代表　難波希美子
〔審査結果〕上記の陳情は、委員会で趣旨採択することとした。

第61号　令和元年５月15日発行

安
芸
高
田
市
特
別
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

■
質
疑

先
川
　
今
ま
で
使
っ
て

い
た
料
金
よ
り
ど
う
な

る
の
か
。
ま
た
指
定
管

理
料
と
料
金
の
改
定
は
。

河
本
財
政
課
長

　旧
町

間
で
類
似
施
設
で
あ
っ

て
も
料
金
体
系
が
ば
ら

ば
ら
で
あ
っ
た
も
の
を

統
一
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
時
間
単
価
に

し
た
の
で
高
く
な
っ
て

い
る
部
分
も
あ
る
。

西
岡
企
画
振
興
部
長

　
減
免
規
定
も
あ
り
指

定
管
理
に
大
き
く
響
く

こ
と
は
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

新
田
　
安
芸
高
田
市
道

路
占
用
料
に
つ
い
て
改

正
前
と
改
正
後
は
。

小
野
管
理
課
長

　３
年

お
き
に
固
定
資
産
税

の
評
価
額
を
も
と
に

改
定
し
て
い
る
。
こ

の
度
４
月
１
日
に
国
、

県
に
準
拠
し
て
改
定

す
る
も
の
。

　
高
齢
者
福
祉
施
設
整

備
の
財
源
と
な
る
基
金

を
今
後
、
市
民
の
健
康

と
福
祉
の
向
上
、
施
策

推
進
に
有
効
的
に
活
用

し
て
い
く
た
め
「
地
域

福
祉
基
金
条
例
」
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

■
概
要

安
芸
高
田
市
地
域
福
祉

基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

て
い
く
べ
き
か
と
考
え

て
い
る
。
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道の駅建設予定地

新設された甲立地域交流センター

総務企画総務企画

■
質
疑

塚
本
　
事
業
調
整
員
は

い
つ
ま
で
置
く
の
か
。

ま
た
、
駅
長
就
任
と
な

る
の
か
。

行
森
政
策
企
画
課
長

　

　委
嘱
の
日
か
ら
来
年

度
末
ま
で
と
し
、
駅
長

は
別
途
選
任
す
る
。

　
２
月
25
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
７
件
、
要

望
１
件
、
陳
情
１
件
を

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
特
別
職

の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
安
芸
高
田
市
基
幹
集

会
所
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
安
芸
高
田
市
公
共
施

設
使
用
料
の
適
正
化

及
び
消
費
税
率
の
改

定
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条

例
○
安
芸
高
田
市
地
域
福

祉
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
新
市
建
設
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

○
安
芸
高
田
市
公
の
施

設
の
指
定
管
理
者
の

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
指
定
に
つ
い
て

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

（
審
査
し
た
要
望
）

○
要
望
書
「
建
設
フ
ェ
ス

タ
in
安
芸
高
田
」
の
安

芸
高
田
市
の
補
助
事

業
と
し
て
の
位
置
付

け
に
つ
い
て

（
審
査
し
た
陳
情
）

○
陳
情
書 

全
国
知
事
会
の

「
米
軍
基
地
負
担
に
関

す
る
提
言
」
の
主
旨
に

基
づ
い
て
、
地
方
自
治

の
根
幹
を
脅
か
す
日
米

地
位
協
定
の
見
直
し
を

国
に
求
め
る
意
見
書
を

提
出
す
る
事
を
求
め
る

委
員
長
　
宍
戸 

邦
夫

副
委
員
長
　
新
田 

和
明

委
　
　
員
　
石
飛 

慶
久

　
　
　
　
　
山
本 

　
優

　
　
　
　
　
塚
本 

　
近

　
　
　
　
　
先
川 

和
幸

　
道
の
駅
（
仮
称
）
あ

き
た
か
た
の
運
営
会
社

創
立
後
の
運
営
体
制
の

確
立
や
計
画
策
定
等
に

つ
い
て
諸
準
備
を
行
う

た
め
に
「
道
の
駅
事
業

調
整
員
」
を
配
置
す
る

も
の
。 ■

概
要

　
合
併
特
例
債
を
活

用
し
た
事
業
期
間
が
５

年
間
延
長
さ
れ
る
も
の

で
「
新
市
建
設
計
画
」

の
計
画
期
間
に
つ
い
て

も
変
更
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

■
概
要

　
過
疎
債
を
財
源
と
し

て
実
施
す
る
事
業
に
つ

い
て
は
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
事
業
が
対
象
と

な
る
た
め
、
新
た
に
実

施
し
よ
う
と
す
る
「
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
公
園
整
備

事
業
」
を
過
疎
計
画
に

追
加
す
る
も
の
と
、
そ

れ
に
関
連
し
た
字
句
の

訂
正
を
行
う
も
の
。

■
概
要

　
甲
立
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
ほ
か
６
施
設
に
つ

い
て
「
公
の
施
設
に
お

け
る
指
定
管
理
者
の
指

定
手
続
き
等
に
関
す
る

条
例
」
の
規
定
に
よ
り

指
定
管
理
者
の
候
補
者

を
選
定
し
た
の
で
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

■
概
要

　
新
設
す
る
甲
立
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
及
び
、

高
宮
川
根
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
、
川
根
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
の
２
施
設

を
追
加
す
る
と
と
も

に
、「
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
条

例
」
を
廃
止
す
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
、
利
用

料
金
の
見
直
し
を
行
う

ほ
か
関
連
条
文
の
改
正

を
行
う
も
の
。

■
概
要

　
公
共
施
設
の
使
用
料

等
に
つ
い
て
【
受
益
者

負
担
の
適
正
化
】
の
考

え
方
に
基
づ
き
、「
人

権
会
館
設
置
及
び
管
理

条
例
」
等
関
係
８
条
例

の
利
用
料
金
に
係
る
規

定
を
改
正
す
る
も
の
で

あ
り
、
併
せ
て
消
費
税

率
引
き
上
げ
に
伴
う
改

正
を
行
う
ほ
か
関
係
条

項
を
整
理
す
る
た
め
改

正
を
行
う
も
の
。

■
概
要

安
芸
高
田
市
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

安
芸
高
田
市
基
幹
集
会

所
設
置
及
び
管
理
条
例

の一部
を
改
正
す
る
条
例

安
芸
高
田
市
公
共
施
設

使
用
料
の
適
正
化
及
び

消
費
税
率
の
改
定
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例

新
市
建
設
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

■
質
疑

山
本
　
料
金
の
上
限
と

あ
る
が
、
上
限
額
よ
り

安
く
し
て
も
良
い
と
い

う
こ
と
か
。

内
藤
財
産
管
理
課
長

　

　上
限
額
を
決
め
た
も

の
で
あ
り
、
こ
の
範
囲

内
で
利
用
料
金
を
徴
収

す
る
こ
と
は
可
能
。

■
質
疑

塚
本
　
公
募
を
し
て
も

良
い
よ
う
な
施
設
も
あ

る
が
公
募
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

河
本
財
政
課
長

　地
域

に
密
着
し
た
施
設
は
地

域
で
管
理
し
て
も
ら
う

の
が
最
適
と
思
っ
て
い

る
。
一
方
、
施
設
の
特

性
を
引
き
出
せ
る
こ
と

が
で
き
る
施
設
に
つ
い

て
は
公
募
を
取
り
入
れ

要望書「建設フェスタｉｎ安芸高田」の安芸高田市の補助事業としての位置
付けについて
〔要 望 者〕一般社団法人　安芸高田市建設業協会　理事長　和田一雄
〔審査結果〕上記の要望は、委員会で継続審査することとした。

要　望

総務企画総務企画

陳　情
陳情書 全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基づいて、地
方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直しを国に求める意見書を提出する
事を求める
〔陳 情 者〕日米地位協定を見直す会　共同代表　難波希美子
〔審査結果〕上記の陳情は、委員会で趣旨採択することとした。
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安
芸
高
田
市
特
別
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

■
質
疑

先
川
　
今
ま
で
使
っ
て

い
た
料
金
よ
り
ど
う
な

る
の
か
。
ま
た
指
定
管

理
料
と
料
金
の
改
定
は
。

河
本
財
政
課
長

　旧
町

間
で
類
似
施
設
で
あ
っ

て
も
料
金
体
系
が
ば
ら

ば
ら
で
あ
っ
た
も
の
を

統
一
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
時
間
単
価
に

し
た
の
で
高
く
な
っ
て

い
る
部
分
も
あ
る
。

西
岡
企
画
振
興
部
長

　
減
免
規
定
も
あ
り
指

定
管
理
に
大
き
く
響
く

こ
と
は
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

新
田
　
安
芸
高
田
市
道

路
占
用
料
に
つ
い
て
改

正
前
と
改
正
後
は
。

小
野
管
理
課
長

　３
年

お
き
に
固
定
資
産
税

の
評
価
額
を
も
と
に

改
定
し
て
い
る
。
こ

の
度
４
月
１
日
に
国
、

県
に
準
拠
し
て
改
定

す
る
も
の
。

　
高
齢
者
福
祉
施
設
整

備
の
財
源
と
な
る
基
金

を
今
後
、
市
民
の
健
康

と
福
祉
の
向
上
、
施
策

推
進
に
有
効
的
に
活
用

し
て
い
く
た
め
「
地
域

福
祉
基
金
条
例
」
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

■
概
要

安
芸
高
田
市
地
域
福
祉

基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

て
い
く
べ
き
か
と
考
え

て
い
る
。
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文教厚生文教厚生
　
２
月
26
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
４
件
、請

願
１
件
を
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
安
芸
高
田
市
認
定
こ

ど
も
園
設
置
及
び
管

理
条
例

○
安
芸
高
田
市
保
育
所

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
安
芸
高
田
市
学
校
設

置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　
　
ほ
か
請
願
１
件

委
員
長
　
秋
田 

雅
朝

副
委
員
長
　
玉
井 

直
子

委
　
　
員
　
玉
重 

輝
吉

　
　
　
　
　
児
玉 

史
則

　
　
　
　
　
青
原 

敏
治

　
　
　
　
　
水
戸 

眞
悟

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文教厚生文教厚生

　30年度からスタートした国保の県単位化の県全体の激変緩和措置が終了し、準統一
保険料となる６年後に向け、急激な国保税の上昇にならないよう、市独自の軽減措置に
より、税率の改定を行うもの。

国民健康保険税条例の一部を改正する条例

平均的世帯の国民健康保険税額試算

請　願
甲田町高田原下長屋地区に計画中の安芸高田市甲田町高田原産業廃棄物最終
処分場建設許可差し止めに関する請願書
〔請 願 者〕甲田町高田原下長屋地区産業廃棄物最終処分場建設反対常会代表者連絡協議会
〔審査結果〕上記の請願は委員会で引き続き継続審査とした。

第61号　令和元年５月15日発行

■概要

　31年度から、みどりの森保育所・ふなさ保育園・くるはら保育園を「保育所型認定
こども園」へ移行することに伴い、設置及び管理条例を制定するもの。

認定こども園設置及び管理条例

　小田東保育所・甲立保育所・小原保育所が閉園し、民設民営による私立の認定こども
園へ移行すること及び、みどりの森保育所・ふなさ保育園・くるはら保育園の「保育所
型認定こども園」の移行に伴い、第２条関係の別表から削除するとともに、第６条に規
定する保育時間、第７条に規定する休業日を規定で定めることにより削除するもの。

保育所条例の一部を改正する条例

学校設置条例の一部を
改正する条例

■概要

　来原小学校と船佐小学校が 32 年４月１日に統合することで合意形成ができたため、
名称を安芸高田市立高宮小学校に変更し、位置を統合校とする船佐小学校の住所である
高宮町佐々部915番地１とするもの。

■概要

■概要

■
質
疑

青
原
　
保
育
所
型
の

認
定
こ
ど
も
園
に
移

行
す
る
が
、
給
食
費

の
負
担
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

久
城
子
育
て
支
援
課
長

　市
内
の
公
立
保
育

所
・
幼
稚
園
で
バ
ラ
ン

ス
を
と
っ
て
考
え
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
、保
育
所
が
無
料
で
、

幼
稚
園
は
実
費
徴
収
を

考
え
て
い
る
。

■
質
疑

水
戸
　
条
例
の
施
行

が
32
年
４
月
１
日
か

ら
と
な
っ
て
お
り
、

１
年
間
の
猶
予
が
あ

る
。
そ
の
間
に
協
議

を
重
ね
た
結
果
、
川

根
小
学
校
が
高
宮
小

学
校
に
統
合
と
な
る

こ
と
は
あ
り
う
る
か
。

永
井
教
育
長

　全
く
な

い
と
は
言
え
な
い
と
考

え
て
い
る
。

統合後、高宮小学校となる船佐小学校

①世帯員が65歳以上の二人世帯の方

・世帯主（70歳）　総所得金額　１３４万円　　
・配偶者（66歳）　総所得金額　　　　０円　 年間税額

現行税率(A)
189,400円 188,800円 600円減

改正税率(B) 比 較 (B)-(A)

②世帯員が40歳以上65歳未満の二人世帯の方

・世帯主（63歳）　総所得金額　１５３万円　　
・配偶者（62歳）　総所得金額　　１５万円　 年間税額

現行税率(A)
245,400円 248,000円 2,600円増

改正税率(B) 比 較 (B)-(A)

⑤世帯主が65歳以上、配偶者が40歳以上65歳未満の二人世帯の方　　　　　　　　　５割軽減該当

・世帯主（67歳）　総所得金額　　８８万円　
・配偶者（63歳）　総所得金額　　　　０円 年間税額

現行税率(A)
104,600円 104,800円 200円増

改正税率(B) 比 較 (B)-(A)

・世帯主（70歳）　総所得金額　　30万円　
年間税額

現行税率(A)
18,500円 18,300円 200円減

改正税率(B) 比 較 (B)-(A)

③世帯主が40歳以上65歳未満で40歳未満の配偶者と子どもが二人いる世帯の方

・世帯主（42歳）　総所得金額　２５３万円　　
・配偶者（38歳）　総所得金額　 　　  ０円　　
・子ども（12歳）　総所得金額　　　　０円　
・子ども（10歳）　総所得金額　　　　０円　　

年間税額
現行税率(A)
416,500円 420,100円 3,600円増

改正税率(B) 比 較 (B)-(A)

④世帯員が65歳以上で所得の少ない一人世帯の方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７割軽減該当

・世帯主（34歳）　総所得金額　　83万円　
年間税額

現行税率(A)
94,500円 94,100円 400円減

改正税率(B) 比 較 (B)-(A)

⑥世帯主が40歳未満の一人世帯の方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２割軽減該当
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文教厚生文教厚生
　
２
月
26
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
４
件
、請

願
１
件
を
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
安
芸
高
田
市
認
定
こ

ど
も
園
設
置
及
び
管

理
条
例

○
安
芸
高
田
市
保
育
所

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
安
芸
高
田
市
学
校
設

置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　
　
ほ
か
請
願
１
件

委
員
長
　
秋
田 

雅
朝

副
委
員
長
　
玉
井 

直
子

委
　
　
員
　
玉
重 

輝
吉

　
　
　
　
　
児
玉 

史
則

　
　
　
　
　
青
原 

敏
治

　
　
　
　
　
水
戸 

眞
悟

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文教厚生文教厚生

　30年度からスタートした国保の県単位化の県全体の激変緩和措置が終了し、準統一
保険料となる６年後に向け、急激な国保税の上昇にならないよう、市独自の軽減措置に
より、税率の改定を行うもの。

国民健康保険税条例の一部を改正する条例

平均的世帯の国民健康保険税額試算

請　願
甲田町高田原下長屋地区に計画中の安芸高田市甲田町高田原産業廃棄物最終
処分場建設許可差し止めに関する請願書
〔請 願 者〕甲田町高田原下長屋地区産業廃棄物最終処分場建設反対常会代表者連絡協議会
〔審査結果〕上記の請願は委員会で引き続き継続審査とした。

第61号　令和元年５月15日発行

■概要

　31年度から、みどりの森保育所・ふなさ保育園・くるはら保育園を「保育所型認定
こども園」へ移行することに伴い、設置及び管理条例を制定するもの。

認定こども園設置及び管理条例

　小田東保育所・甲立保育所・小原保育所が閉園し、民設民営による私立の認定こども
園へ移行すること及び、みどりの森保育所・ふなさ保育園・くるはら保育園の「保育所
型認定こども園」の移行に伴い、第２条関係の別表から削除するとともに、第６条に規
定する保育時間、第７条に規定する休業日を規定で定めることにより削除するもの。

保育所条例の一部を改正する条例

学校設置条例の一部を
改正する条例

■概要

　来原小学校と船佐小学校が 32 年４月１日に統合することで合意形成ができたため、
名称を安芸高田市立高宮小学校に変更し、位置を統合校とする船佐小学校の住所である
高宮町佐々部915番地１とするもの。

■概要

■概要

■
質
疑

青
原
　
保
育
所
型
の

認
定
こ
ど
も
園
に
移

行
す
る
が
、
給
食
費

の
負
担
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

久
城
子
育
て
支
援
課
長

　市
内
の
公
立
保
育

所
・
幼
稚
園
で
バ
ラ
ン

ス
を
と
っ
て
考
え
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
、保
育
所
が
無
料
で
、

幼
稚
園
は
実
費
徴
収
を

考
え
て
い
る
。

■
質
疑

水
戸
　
条
例
の
施
行

が
32
年
４
月
１
日
か

ら
と
な
っ
て
お
り
、

１
年
間
の
猶
予
が
あ

る
。
そ
の
間
に
協
議

を
重
ね
た
結
果
、
川

根
小
学
校
が
高
宮
小

学
校
に
統
合
と
な
る

こ
と
は
あ
り
う
る
か
。

永
井
教
育
長

　全
く
な

い
と
は
言
え
な
い
と
考

え
て
い
る
。

統合後、高宮小学校となる船佐小学校

①世帯員が65歳以上の二人世帯の方

・世帯主（70歳）　総所得金額　１３４万円　　
・配偶者（66歳）　総所得金額　　　　０円　 年間税額

現行税率(A)
189,400円 188,800円 600円減

改正税率(B) 比 較 (B)-(A)

②世帯員が40歳以上65歳未満の二人世帯の方

・世帯主（63歳）　総所得金額　１５３万円　　
・配偶者（62歳）　総所得金額　　１５万円　 年間税額

現行税率(A)
245,400円 248,000円 2,600円増

改正税率(B) 比 較 (B)-(A)

⑤世帯主が65歳以上、配偶者が40歳以上65歳未満の二人世帯の方　　　　　　　　　５割軽減該当

・世帯主（67歳）　総所得金額　　８８万円　
・配偶者（63歳）　総所得金額　　　　０円 年間税額

現行税率(A)
104,600円 104,800円 200円増

改正税率(B) 比 較 (B)-(A)

・世帯主（70歳）　総所得金額　　30万円　
年間税額

現行税率(A)
18,500円 18,300円 200円減

改正税率(B) 比 較 (B)-(A)

③世帯主が40歳以上65歳未満で40歳未満の配偶者と子どもが二人いる世帯の方

・世帯主（42歳）　総所得金額　２５３万円　　
・配偶者（38歳）　総所得金額　 　　  ０円　　
・子ども（12歳）　総所得金額　　　　０円　
・子ども（10歳）　総所得金額　　　　０円　　

年間税額
現行税率(A)
416,500円 420,100円 3,600円増

改正税率(B) 比 較 (B)-(A)

④世帯員が65歳以上で所得の少ない一人世帯の方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７割軽減該当

・世帯主（34歳）　総所得金額　　83万円　
年間税額

現行税率(A)
94,500円 94,100円 400円減

改正税率(B) 比 較 (B)-(A)

⑥世帯主が40歳未満の一人世帯の方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２割軽減該当
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市民総ガイド
構想の取り組みは
市長／外国人とのコミュニケー
　　　ション力を高める

多
文
化
共
生宍戸 邦夫

（無所属）

テ
ィ
（
お
も
て
な
し
）

の
心
を
育
む
た
め
、
ま

ず
は
言
葉
の
壁
を
低
く

す
る
手
段
と
し
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
を
活
用
し
、
相

互
の
交
流
を
深
め
る

き
っ
か
け
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
。

宍
戸

　障
が
い
者
の
就

労
場
所
と
活
躍
で
き
る

宍
戸

　市
民
総
ガ
イ
ド

構
想
と
多
文
化
共
生
推

進
と
の
か
か
わ
り
や
取

り
組
み
は
。

市
長
　
外
国
人
観
光
客

な
ど
へ
の
対
応
を
市
全

体
で
取
り
組
む
市
民
総

ガ
イ
ド
構
想
と
し
て
、

市
民
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

進めよう　多様な市民による持続可能なまちづくり
神楽門前湯治村

場
の
新
た
な
確
保
は
。

市
長
　
農
業
分
野
と
福

祉
分
野
の
連
携
、
い
わ

ゆ
る
農
福
連
携
に
よ
る

就
労
活
動
を
考
え
て
い

る
。
現
在
、
市
内
の
障

が
い
者
の
就
労
支
援
事

業
所
と
農
家
が
協
力
し

取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
今
後
、
新
た
に
活

躍
す
る
場
と
し
て
、
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
に
も
か
か

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

障
害
福
祉
計
画

の
推
進

一般
質問

一問一答１３人が
市政を問う
１３人が
市政を問う

一般質問は発言者本人が文章を作成しています。

第61号　令和元年５月15日発行

インターネット議会中継
みてください！一般質問・本会議を
インターネット議会中継
みてください！一般質問・本会議を

〔視聴方法〕
　　　　　　  → 　　　　　　　  →  　　　　
https://www.akitakata.jp/ja/parliament/

インターネット回線の状況やYouTube社側のメンテナンス、その他ご利用のパソコン環境などにより、正常に
視聴できない場合がありますので、ご了承ください。

市ホームページ 議会中継安芸高田市議会

産業建設産業建設
　
２
月
27
日
に
委
員
会

を
開
き
、１
件
の
所
管
事

務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

（
所
管
事
務
調
査
）

○
指
定
管
理
に
つ
い
て

委
員
長
　
熊
高 

昌
三

副
委
員
長
　
芦
田 

宏
治

委
　
　
員
　
山
根 

温
子

　
　
　
　
　
前
重 

昌
敬

　
　
　
　
　
大
下
正
幸

　
　
　
　
　
金
行 

哲
明

産
業
建
設
常
任
委
員
会

㈱
神
楽
門
前
湯
治
村
経

営
診
断
・
改
善
計
画
策

定
支
援
業
務
に
か
か
る

中
間
報
告
に
つ
い
て

観
光
振
興
施
設
に
係
る

指
定
管
理
料
に
つ
い
て

施
設
更
新
計
画
に
つ
い
て

金
行
　
Ｐ（
計
画
）Ｄ

（
実
行
）Ｃ（
検
証
）Ａ

（
改
善
）
に
よ
る
伴
走

型
支
援
を
行
う
と
い

う
こ
と
は
、
短
期
間

で
答
え
を
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

と
思
う
が
、
伴
走
型

支
援
に
は
か
な
り
の

時
間
が
か
か
る
の
で

は
な
い
か
。

稲
田
商
工
観
光
課
長

　

　３
年
を
か
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
つ
も
り
で

あ
る
。
今
年
度
は
経
営

分
析
を
行
い
、
31
年
度

に
市
場
ニ
ー
ズ
を
含
め

て
経
営
改
善
計
画
策
定

を
支
援
し
、
32
年
度
に

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
し
て
実
行
に

移
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。
市
が
一
緒
に
な
っ

て
伴
走
型
で
支
援
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
形
に

芦
田
　
指
定
管
理
料

は
マ
イ
ナ
ス
補
填
的

な
も
の
で
な
く
、
行

政
が
仕
様
書
を
示
し
、

こ
の
施
設
の
管
理
に

は
こ
れ
だ
け
の
管
理

料
が
必
要
と
い
う
の

が
本
来
の
指
定
管
理

で
は
な
い
の
か
。

竹
本
副
市
長

　行
政
と

し
て
こ
の
施
設
を
運
営

す
る
に
は
ど
れ
く
ら
い

必
要
か
を
部
門
別
に
考

え
、
収
益
性
の
部
分
、

山
根
　
改
修
計
画
等

が
34
年
ま
で
出
て
い

る
が
、
こ
れ
は
変
更

す
る
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
て
よ
い
か
。

竹
本
副
市
長

　空
調
は

今
年
度
と
来
年
度
で
示

し
て
い
る
。
た
か
み
や

湯
の
森
と
神
楽
門
前
湯

治
村
の
風
呂
の
関
係
を

ど
う
す
る
か
は
来
年
度

協
議
・
検
討
し
て
い
く
。

全
体
的
な
改
修
は
改
善

計
画
に
よ
り
、
施
設
の

更
新
だ
け
で
な
く
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
議
論
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
。

な
る
。

前
重
　
３
年
計
画
と

の
説
明
が
あ
っ
た
が
、

も
っ
と
早
く
出
す
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

稲
田
商
工
観
光
課
長

　

　部
門
別
の
収
支
に
つ

い
て
は
、
31
年
度
で
ほ

ぼ
計
算
で
き
る
と
思
う

が
、
そ
の
検
討
に
つ
い

て
は
少
し
時
間
を
い
た

だ
き
た
い
。

非
収
益
性
の
部
分
に
つ

い
て
適
正
な
管
理
経
費

が
ど
れ
く
ら
い
か
を
一

定
の
目
安
と
し
て
現
在

分
析
し
て
い
る
。
最
終

的
に
は
指
定
管
理
料
が

ど
れ
く
ら
い
必
要
か
、

神
楽
門
前
湯
治
村
と
協

議
す
る
必
要
が
あ
る
。

金
行
　
31
年
度
の
予

算
の
中
に
見
直
し
し
た

指
定
管
理
料
は
入
っ

て
い
な
い
の
か
。

竹
本
副
市
長

　商
工
会

と
し
て
出
し
て
い
た
だ

い
た
部
門
別
の
費
用
に

基
づ
き
、
指
定
管
理
料

の
増
額
を
新
年
度
予
算

に
計
上
し
て
い
る
。

山
根
　
し
っ
か
り
分

析
し
た
数
字
で
指
定

管
理
料
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
商

工
会
に
市
の
観
光
施

設
の
分
析
に
か
か

わ
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
。

竹
本
副
市
長

　部
門
別

の
経
費
を
算
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
、
商
工
会
に
さ
ら
に

分
析
し
て
い
た
だ
き
、

よ
り
適
正
な
指
定
管
理

料
を
検
討
す
る
予
定
。

＜安芸高田市の３観光施設の更新費用の見通し＞　　　　単位：千円

神楽門前湯治村
たかみや湯の森
エコミュージアム川根

計

速やかに
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45,000
463,000

856,000
493,000
135,000
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市民総ガイド
構想の取り組みは
市長／外国人とのコミュニケー
　　　ション力を高める

多
文
化
共
生宍戸 邦夫

（無所属）

テ
ィ
（
お
も
て
な
し
）

の
心
を
育
む
た
め
、
ま

ず
は
言
葉
の
壁
を
低
く

す
る
手
段
と
し
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
を
活
用
し
、
相

互
の
交
流
を
深
め
る

き
っ
か
け
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
。

宍
戸

　障
が
い
者
の
就

労
場
所
と
活
躍
で
き
る

宍
戸

　市
民
総
ガ
イ
ド

構
想
と
多
文
化
共
生
推

進
と
の
か
か
わ
り
や
取

り
組
み
は
。

市
長
　
外
国
人
観
光
客

な
ど
へ
の
対
応
を
市
全

体
で
取
り
組
む
市
民
総

ガ
イ
ド
構
想
と
し
て
、

市
民
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

進めよう　多様な市民による持続可能なまちづくり
神楽門前湯治村

場
の
新
た
な
確
保
は
。

市
長
　
農
業
分
野
と
福

祉
分
野
の
連
携
、
い
わ

ゆ
る
農
福
連
携
に
よ
る

就
労
活
動
を
考
え
て
い

る
。
現
在
、
市
内
の
障

が
い
者
の
就
労
支
援
事

業
所
と
農
家
が
協
力
し

取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
今
後
、
新
た
に
活

躍
す
る
場
と
し
て
、
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
に
も
か
か

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

障
害
福
祉
計
画

の
推
進

一般
質問

一問一答１３人が
市政を問う
１３人が
市政を問う

一般質問は発言者本人が文章を作成しています。

第61号　令和元年５月15日発行

インターネット議会中継
みてください！一般質問・本会議を
インターネット議会中継
みてください！一般質問・本会議を

〔視聴方法〕
　　　　　　  → 　　　　　　　  →  　　　　
https://www.akitakata.jp/ja/parliament/

インターネット回線の状況やYouTube社側のメンテナンス、その他ご利用のパソコン環境などにより、正常に
視聴できない場合がありますので、ご了承ください。

市ホームページ 議会中継安芸高田市議会

産業建設産業建設
　
２
月
27
日
に
委
員
会

を
開
き
、１
件
の
所
管
事

務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

（
所
管
事
務
調
査
）

○
指
定
管
理
に
つ
い
て

委
員
長
　
熊
高 

昌
三

副
委
員
長
　
芦
田 

宏
治

委
　
　
員
　
山
根 

温
子

　
　
　
　
　
前
重 

昌
敬

　
　
　
　
　
大
下
正
幸

　
　
　
　
　
金
行 

哲
明

産
業
建
設
常
任
委
員
会

㈱
神
楽
門
前
湯
治
村
経

営
診
断
・
改
善
計
画
策

定
支
援
業
務
に
か
か
る

中
間
報
告
に
つ
い
て

観
光
振
興
施
設
に
係
る

指
定
管
理
料
に
つ
い
て

施
設
更
新
計
画
に
つ
い
て

金
行
　
Ｐ（
計
画
）Ｄ

（
実
行
）Ｃ（
検
証
）Ａ

（
改
善
）
に
よ
る
伴
走

型
支
援
を
行
う
と
い

う
こ
と
は
、
短
期
間

で
答
え
を
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

と
思
う
が
、
伴
走
型

支
援
に
は
か
な
り
の

時
間
が
か
か
る
の
で

は
な
い
か
。

稲
田
商
工
観
光
課
長

　

　３
年
を
か
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
つ
も
り
で

あ
る
。
今
年
度
は
経
営

分
析
を
行
い
、
31
年
度

に
市
場
ニ
ー
ズ
を
含
め

て
経
営
改
善
計
画
策
定

を
支
援
し
、
32
年
度
に

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
し
て
実
行
に

移
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。
市
が
一
緒
に
な
っ

て
伴
走
型
で
支
援
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
形
に

芦
田
　
指
定
管
理
料

は
マ
イ
ナ
ス
補
填
的

な
も
の
で
な
く
、
行

政
が
仕
様
書
を
示
し
、

こ
の
施
設
の
管
理
に

は
こ
れ
だ
け
の
管
理

料
が
必
要
と
い
う
の

が
本
来
の
指
定
管
理

で
は
な
い
の
か
。

竹
本
副
市
長

　行
政
と

し
て
こ
の
施
設
を
運
営

す
る
に
は
ど
れ
く
ら
い

必
要
か
を
部
門
別
に
考

え
、
収
益
性
の
部
分
、

山
根
　
改
修
計
画
等

が
34
年
ま
で
出
て
い

る
が
、
こ
れ
は
変
更

す
る
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
て
よ
い
か
。

竹
本
副
市
長

　空
調
は

今
年
度
と
来
年
度
で
示

し
て
い
る
。
た
か
み
や

湯
の
森
と
神
楽
門
前
湯

治
村
の
風
呂
の
関
係
を

ど
う
す
る
か
は
来
年
度

協
議
・
検
討
し
て
い
く
。

全
体
的
な
改
修
は
改
善

計
画
に
よ
り
、
施
設
の

更
新
だ
け
で
な
く
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
議
論
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
。

な
る
。

前
重
　
３
年
計
画
と

の
説
明
が
あ
っ
た
が
、

も
っ
と
早
く
出
す
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

稲
田
商
工
観
光
課
長

　

　部
門
別
の
収
支
に
つ

い
て
は
、
31
年
度
で
ほ

ぼ
計
算
で
き
る
と
思
う

が
、
そ
の
検
討
に
つ
い

て
は
少
し
時
間
を
い
た

だ
き
た
い
。

非
収
益
性
の
部
分
に
つ

い
て
適
正
な
管
理
経
費

が
ど
れ
く
ら
い
か
を
一

定
の
目
安
と
し
て
現
在

分
析
し
て
い
る
。
最
終

的
に
は
指
定
管
理
料
が

ど
れ
く
ら
い
必
要
か
、

神
楽
門
前
湯
治
村
と
協

議
す
る
必
要
が
あ
る
。

金
行
　
31
年
度
の
予

算
の
中
に
見
直
し
し
た

指
定
管
理
料
は
入
っ

て
い
な
い
の
か
。

竹
本
副
市
長

　商
工
会

と
し
て
出
し
て
い
た
だ

い
た
部
門
別
の
費
用
に

基
づ
き
、
指
定
管
理
料

の
増
額
を
新
年
度
予
算

に
計
上
し
て
い
る
。

山
根
　
し
っ
か
り
分

析
し
た
数
字
で
指
定

管
理
料
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
商

工
会
に
市
の
観
光
施

設
の
分
析
に
か
か

わ
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
。

竹
本
副
市
長

　部
門
別

の
経
費
を
算
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
、
商
工
会
に
さ
ら
に

分
析
し
て
い
た
だ
き
、

よ
り
適
正
な
指
定
管
理

料
を
検
討
す
る
予
定
。

＜安芸高田市の３観光施設の更新費用の見通し＞　　　　単位：千円
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い
る
。

金
行

　土
砂
災
害
警
戒

区
域
の
指
定
の
告
示
は

ど
の
よ
う
か
。

市
長
　
本
市
は
29
年
度

に
吉
田
町
と
八
千
代

町
、
30
年
度
の
３
月
中

を
め
ど
に
、
甲
田
町
と
美

土
里
町
の
指
定
を
行

い
、
31
年
度
中
に
向
原

町
と
高
宮
町
を
指
定

す
る
予
定
で
あ
る
。

安芸高田市議会だより 1415

ため池管理強化へ

市長／ため池の調査をする

防

　
　災

金行 哲昭
（無所属）

金
行

　広
島
の
各
地
で

た
め
池
の
決
壊
が
あ
り
、

市
で
被
害
を
及
ぼ
す
恐

れ
が
あ
る
た
め
池
は
。

市
長
　
本
市
内
の
た
め

池
は
７
９
２
箇
所
あ
り
、

防
災
重
点
た
め
池
が
３

箇
所
あ
り
、
再
認
選
定
を

す
る
た
め
調
査
を
行
っ
て

農業振興

農
業
振
興
計
画
の
策
定
は

市
長
／
高
田
郡
広
域
農
業
振
興

　
　
　計
画
の
見
直
し
を
行
う

前重 昌敬
（無所属）

合併前に策定された農業振興計画

前
重

　本
市
の
農
業
施

策
の
現
状
に
つ
い
て
。

市
長
　
人
口
減
や
後
継

者
不
足
が
深
刻
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
農
地
の
荒
廃
を

防
ぎ
、
効
率
的
な
活
用

を
図
り
、
担
い
手
の
明

確
化
等
を
行
う
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
策
定

や
、
日
本
型
直
接
支
払

制
度
の
活
用
を
通
じ

た
、
小
規
模
な
農
業
者

と
担
い
手
が
役
割
分
担

し
な
が
ら
、
農
業
に
取

り
組
む
施
策
を
進
め
て

き
た
。

前
重

　過
去
に
策
定
し

た
高
田
郡
広
域
農
業
振

興
計
画
は
。

猪
掛
産
業
振
興
部
長
　

　
15
年
に
10
年
計
画
で

策
定
し
た
高
田
郡
広
域

農
業
振
興
計
画
は
、
そ

の
後
策
定
し
て
な
く
、

市
の
総
合
計
画
の
中
で

掲
げ
て
い
る
。

前
重

　担
い
手
の
育
成

強
化
、
農
畜
産
物
の
生

産
力
強
化
、
販
売
力
の

強
化
、
農
地
等
の
保
全

の
取
り
組
み
等
を
柱
と

し
た
、
農
業
振
興
計
画

の
策
定
が
必
要
で
は
。

市
長
　
農
業
施
策
の
振

興
が
発
展
す
る
よ
う
見

直
し
を
行
っ
て
い
く
。

みんなでため池管理（甲田町）

一般
質問

金
行

　歴
史
あ
る
大
土

山
、
甲
田
と
三
和
と
の

境
界
の
進
捗
状
況
は
。

市
長
　
上
小
原
大
土
山

共
有
地
だ
が
、
上
小
原

共
有
地
の
方
々
と
下
小

原
共
有
地
、
三
次
市
、

本
市
の
４
者
合
同
で
現

地
確
認
を
行
い
、
具
体

的
な
協
議
を
し
、
市
境

の
確
定
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

郡山城跡の
整備計画は
教育長／看板の設置、危険木の伐採、
　　　　登山道の整備を行う

郡
山
城
跡

芦田 宏治
（無所属）

子
ど
も
や
お
年
寄
り
の

方
が
登
り
や
す
い
よ
う

登
山
道
の
整
備
を
行
う
。

ま
た
、
遺
構
保
存
の
た

め
の
樹
木
の
伐
採
、
枝

打
ち
も
計
画
し
て
い
る
。

芦
田

　郡
山
の
下
草
が

鹿
に
食
い
尽
く
さ
れ
裸

地
化
し
て
い
る
。
鹿
対

策
と
自
然
植
生
回
復
の

た
め
、
郡
山
の
森
林
整

備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
郡
山
城
跡
は
鳥

芦
田

　来
年
は
道
の
駅

が
オ
ー
プ
ン
し
、
郡
山

城
跡
へ
の
観
光
客
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
。
31

年
度
の
郡
山
城
跡
の
整

備
計
画
を
伺
う
。

教
育
長
　
看
板
の
設

置
・
修
復
や
危
険
木
の

伐
採
を
行
う
と
と
も
に
、

復旧・支援

農
業
関
係
被
害
の

復
旧
・
支
援
は

市
長
／
補
助
事
業
を

　
　
　利
用
し
て
支
援
す
る

玉井 直子
（無所属）

整備が望まれる郡山城跡

玉
井

　昨
年
７
月
豪
雨

災
害
で
被
災
し
た
農
地

農
業
用
施
設
は
何
件
で

状
況
は
。

市
長
　
農
地
災
害
は
36

箇
所
、
農
業
用
施
設
災

害
は
53
箇
所
で
あ
る
。

今
後
、
復
旧
に
向
け
た

建
設
工
事
の
詳
細
測

量
・
設
計
を
行
っ
て
い

く
。

玉
井

　農
作
業
時
期
に

な
る
が
ど
ん
な
計
画
か
。

猪
掛
産
業
振
興
部
長
　

　
査
定
が
終
わ
り
７
月

以
降
の
工
事
発
注
の
見

込
み
で
あ
る
。

玉
井

　被
災
し
て
い
る

井
堰
や
井
堰
周
辺
の
水

路
。
本
来
は
農
業
従
事

者
が
対
応
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
今
回
の
激
甚

災
害
の
時
に
は
、
何
か

支
援
が
必
要
で
は
。

市
長
　
国
庫
補
助
制
度

の
利
用
、
単
独
市
費
補

助
事
業
で
支
援
す
る
。

復
旧
の
見
通
し
が
不
明

の
井
堰
や
水
路
等
が
あ

れ
ば
農
林
水
産
課
及
び

各
支
所
へ
相
談
を
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
小
学
校
統
合
後
の
対

　
応

獣
保
護
区
と
風
致
保
安

林
に
指
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
通
常
鹿
な
ど
の

捕
獲
が
で
き
ず
、
樹
木

の
伐
採
も
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
長
年
森
林
の
手

入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
文
化
財
保
全

の
た
め
の
伐
採
は
可
能

な
の
で
、
教
育
委
員
会

と
も
連
携
し
、
文
化
財

保
存
活
用
計
画
に
基
づ

く
郡
山
の
森
林
整
備
を

検
討
す
る
。

一般
質問

被災した井堰（甲田町）

大
土
山
、
三
次

と
の
境
界
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い
る
。

金
行

　土
砂
災
害
警
戒

区
域
の
指
定
の
告
示
は

ど
の
よ
う
か
。

市
長
　
本
市
は
29
年
度

に
吉
田
町
と
八
千
代

町
、
30
年
度
の
３
月
中

を
め
ど
に
、
甲
田
町
と
美

土
里
町
の
指
定
を
行

い
、
31
年
度
中
に
向
原

町
と
高
宮
町
を
指
定

す
る
予
定
で
あ
る
。

安芸高田市議会だより 1415

ため池管理強化へ

市長／ため池の調査をする

防

　
　災

金行 哲昭
（無所属）

金
行

　広
島
の
各
地
で

た
め
池
の
決
壊
が
あ
り
、

市
で
被
害
を
及
ぼ
す
恐

れ
が
あ
る
た
め
池
は
。

市
長
　
本
市
内
の
た
め

池
は
７
９
２
箇
所
あ
り
、

防
災
重
点
た
め
池
が
３

箇
所
あ
り
、
再
認
選
定
を

す
る
た
め
調
査
を
行
っ
て

農業振興

農
業
振
興
計
画
の
策
定
は

市
長
／
高
田
郡
広
域
農
業
振
興

　
　
　計
画
の
見
直
し
を
行
う

前重 昌敬
（無所属）

合併前に策定された農業振興計画

前
重

　本
市
の
農
業
施

策
の
現
状
に
つ
い
て
。

市
長
　
人
口
減
や
後
継

者
不
足
が
深
刻
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
農
地
の
荒
廃
を

防
ぎ
、
効
率
的
な
活
用

を
図
り
、
担
い
手
の
明

確
化
等
を
行
う
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
策
定

や
、
日
本
型
直
接
支
払

制
度
の
活
用
を
通
じ

た
、
小
規
模
な
農
業
者

と
担
い
手
が
役
割
分
担

し
な
が
ら
、
農
業
に
取

り
組
む
施
策
を
進
め
て

き
た
。

前
重

　過
去
に
策
定
し

た
高
田
郡
広
域
農
業
振

興
計
画
は
。

猪
掛
産
業
振
興
部
長
　

　
15
年
に
10
年
計
画
で

策
定
し
た
高
田
郡
広
域

農
業
振
興
計
画
は
、
そ

の
後
策
定
し
て
な
く
、

市
の
総
合
計
画
の
中
で

掲
げ
て
い
る
。

前
重

　担
い
手
の
育
成

強
化
、
農
畜
産
物
の
生

産
力
強
化
、
販
売
力
の

強
化
、
農
地
等
の
保
全

の
取
り
組
み
等
を
柱
と

し
た
、
農
業
振
興
計
画

の
策
定
が
必
要
で
は
。

市
長
　
農
業
施
策
の
振

興
が
発
展
す
る
よ
う
見

直
し
を
行
っ
て
い
く
。

みんなでため池管理（甲田町）

一般
質問

金
行

　歴
史
あ
る
大
土

山
、
甲
田
と
三
和
と
の

境
界
の
進
捗
状
況
は
。

市
長
　
上
小
原
大
土
山

共
有
地
だ
が
、
上
小
原

共
有
地
の
方
々
と
下
小

原
共
有
地
、
三
次
市
、

本
市
の
４
者
合
同
で
現

地
確
認
を
行
い
、
具
体

的
な
協
議
を
し
、
市
境

の
確
定
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

郡山城跡の
整備計画は
教育長／看板の設置、危険木の伐採、
　　　　登山道の整備を行う

郡
山
城
跡

芦田 宏治
（無所属）

子
ど
も
や
お
年
寄
り
の

方
が
登
り
や
す
い
よ
う

登
山
道
の
整
備
を
行
う
。

ま
た
、
遺
構
保
存
の
た

め
の
樹
木
の
伐
採
、
枝

打
ち
も
計
画
し
て
い
る
。

芦
田

　郡
山
の
下
草
が

鹿
に
食
い
尽
く
さ
れ
裸

地
化
し
て
い
る
。
鹿
対

策
と
自
然
植
生
回
復
の

た
め
、
郡
山
の
森
林
整

備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
郡
山
城
跡
は
鳥

芦
田

　来
年
は
道
の
駅

が
オ
ー
プ
ン
し
、
郡
山

城
跡
へ
の
観
光
客
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
。
31

年
度
の
郡
山
城
跡
の
整

備
計
画
を
伺
う
。

教
育
長
　
看
板
の
設

置
・
修
復
や
危
険
木
の

伐
採
を
行
う
と
と
も
に
、

復旧・支援

農
業
関
係
被
害
の

復
旧
・
支
援
は

市
長
／
補
助
事
業
を

　
　
　利
用
し
て
支
援
す
る

玉井 直子
（無所属）

整備が望まれる郡山城跡

玉
井

　昨
年
７
月
豪
雨

災
害
で
被
災
し
た
農
地

農
業
用
施
設
は
何
件
で

状
況
は
。

市
長
　
農
地
災
害
は
36

箇
所
、
農
業
用
施
設
災

害
は
53
箇
所
で
あ
る
。

今
後
、
復
旧
に
向
け
た

建
設
工
事
の
詳
細
測

量
・
設
計
を
行
っ
て
い

く
。

玉
井

　農
作
業
時
期
に

な
る
が
ど
ん
な
計
画
か
。

猪
掛
産
業
振
興
部
長
　

　
査
定
が
終
わ
り
７
月

以
降
の
工
事
発
注
の
見

込
み
で
あ
る
。

玉
井

　被
災
し
て
い
る

井
堰
や
井
堰
周
辺
の
水

路
。
本
来
は
農
業
従
事

者
が
対
応
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
今
回
の
激
甚

災
害
の
時
に
は
、
何
か

支
援
が
必
要
で
は
。

市
長
　
国
庫
補
助
制
度

の
利
用
、
単
独
市
費
補

助
事
業
で
支
援
す
る
。

復
旧
の
見
通
し
が
不
明

の
井
堰
や
水
路
等
が
あ

れ
ば
農
林
水
産
課
及
び

各
支
所
へ
相
談
を
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
小
学
校
統
合
後
の
対

　
応

獣
保
護
区
と
風
致
保
安

林
に
指
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
通
常
鹿
な
ど
の

捕
獲
が
で
き
ず
、
樹
木

の
伐
採
も
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
長
年
森
林
の
手

入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
文
化
財
保
全

の
た
め
の
伐
採
は
可
能

な
の
で
、
教
育
委
員
会

と
も
連
携
し
、
文
化
財

保
存
活
用
計
画
に
基
づ

く
郡
山
の
森
林
整
備
を

検
討
す
る
。

一般
質問

被災した井堰（甲田町）

大
土
山
、
三
次

と
の
境
界
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ベ
ル
の
農
業
支
援
、
活

性
化
に
向
け
取
り
組
む
。

児
玉
　
将
来
、
人
口
減

に
伴
い
市
単
独
で
の
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は

難
し
く
な
る
。
行
政
事

務
は
他
の
町
と
同
様
で

あ
り
連
携
が
必
要
で
は
。

市
長
　
難
し
い
課
題
だ

が
、
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

農
地
へ
の
災
害
復
旧
へ

３
分
の
２
、
ま
た
は
全

額
で
対
応
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、
同
様
の

支
援
が
必
要
で
は
。

市
長
　
民
有
施
設
等
は

市
内
全
体
で
考
え
る
必

要
が
あ
り
、
受
益
者
の

負
担
が
必
要
で
あ
る
。

児
玉
　
井
堰
の
崩
壊
は

３
〜
４
年
稲
作
が
で
き

な
い
。
ポ
ン
プ
等
の
支

援
が
必
要
で
は
。

市
長
　
一
時
的
な
お
金

で
な
く
も
っ
と
高
い
レ

安芸高田市議会だより 1617

農地、水路、頭首工
への追加支援は
市長／これ以上は受益者
　　　負担が原則

豪
雨
災
害
の

早
期
復
旧

児玉 史則
（無所属）

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

に
つ
い
て

行
政
事
務
の
効
率
化

児
玉
　
農
地
や
水
路
の

土
砂
撤
去
は
高
齢
者
に

は
負
担
が
重
荷
に
な

る
。そ
の
支
援
状
況
は
。

市
長
　
国
庫
補
助
を
利

用
、
制
度
に
の
ら
な
い

災
害
は
単
独
市
費
の
補

助
事
業
で
対
応
す
る
。

児
玉
　
他
の
市
町
で
は

Ｗｉ-Ｆｉ
整備
今
後
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境

整
備
へ
の
考
え
は

市
長
／
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
求
め
ら
れ

　
　
　て
い
る
と
認
識
し
て
い
る

新田 和明
（無所属）

活用が期待される公衆Wi-Fi（神楽門前湯治村）

新
田
　
民
泊
の
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
整
備
に
支
援
策
は

市
長
　
20
万
円
を
上
限

と
し
た
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
。

新
田
　
市
民
総
ガ
イ
ド

構
想
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
の
研
修
施
設

に
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
設
置
は
。

市
長
　
施
設
の
利
用
頻

度
を
調
査
し
、
必
要
な

箇
所
か
ら
整
備
を
考
え

て
い
く
。

新
田
　
企
業
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
へ
の
支
援
は
。

市
長
　
国
は
、
決
済
端

末
の
導
入
費
用
を
、
実

質
０
円
に
な
る
よ
う
補

助
制
度
を
検
討
し
て
い

る
。
市
も
動
向
を
踏
ま

え
検
討
し
て
い
く
。

新
田
　
地
域
通
貨
を
活

用
し
た
、
地
域
活
性
化

事
業
へ
の
考
え
は
。

市
長
　
検
討
し
て
い
く

価
値
が
あ
る
と
思
う
。

全
国
の
事
例
を
調
査
研

究
し
、
政
策
展
開
に
結

び
つ
け
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
本
庁
庁
舎
内
に
観
光

案
内
所
の
設
置
に
つ
い

て

高齢者に厳しい水路の土砂

一般
質問

関係人口
増加対策は
市長／地域と深い関係を結び
　　　移住の増加を

今
後
の
地
域

づ
く
り

秋田 雅朝
（無所属）

力
な
支
援
を
も
ら
っ
て

い
る
が
、
地
域
と
深
い

関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
、

移
住
が
増
加
す
る
の
で

は
と
考
え
て
い
る
。

秋
田
　
他
県
の
事
例
で

住
ん
で
は
い
な
い
が
、

そ
の
地
域
に
貢
献
し
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
求

め
る
「
２
地
域
居
住
の

支
援
」
が
あ
る
が
、
検

討
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

市
長
　
実
態
を
検
討
し
、

秋
田
　
関
係
人
口
増
加

対
策
は
、
地
域
づ
く
り

の
重
要
課
題
で
あ
り
、

関
係
性
の
質
を
高
め
る

視
点
の
変
換
が
必
要
と

考
え
る
が
見
解
は
。

市
長
　
本
市
で
は
、
ふ

る
さ
と
応
援
の
会
等
で

深
い
愛
情
を
も
っ
て
強

資産処理

上
根
グ
ラ
ウ
ン
ド

売
却
そ
の
後
は

市
長
／
豪
雨
災
害
の
影
響
で

　
　
　遅
延

山本 優
（無所属）

神楽東京公演のふるさと納税PRコーナーで関係人口の構築

山
本
　
落
札
よ
り
３
年

が
経
過
し
て
い
る
。
昨

年
８
月
に
は
着
工
の
計

画
で
あ
っ
た
が
実
行
さ

れ
て
い
な
い
。
指
導
に

つ
い
て
は
。

市
長
　
着
工
の
予
定
で

あ
っ
た
が
７
月
の
豪
雨

災
害
の
影
響
で
予
定
の

見
直
し
を
依
頼
さ
れ
た
。

４
月
か
ら
着
工
す
る
旨

の
回
答
を
受
け
た
。

山
本
　
工
期
、
着
工
遅

れ
等
の
対
応
に
つ
い
て

の
明
記
は
。

青
山
産
業
振
興
部
特
命

担
当
部
長
　
企
画
提
案

書
に
基
づ
い
て
着
工
す

る
と
あ
っ
た
が
、
豪
雨

災
害
が
理
由
と
い
う
こ

と
で
や
む
を
得
な
い
と

の
判
断
。

山
本
　
有
害
鳥
獣
対
策

の
内
容
が
昨
年
と
同
じ

で
あ
る
。
今
ま
で
と
は

変
わ
っ
た
方
法
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
最
新
の
機
器
を

利
用
し
た
効
果
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
一
番

効
果
の
あ
る
方
法
を
模

索
し
て
ゆ
き
た
い
。

参
考
に
さ
せ
て
も
ら
う
。

秋
田
　「
リ
ビ
ン
グ
ラ

ボ
」
の
取
り
組
み
は
地

域
づ
く
り
の
一
案
に
な

る
の
で
は
と
考
え
る
が
。

市
長
　
地
域
と
企
業
を

つ
な
ぐ
取
り
組
み
は
、

地
域
づ
く
り
に
も
大
い

に
役
立
つ
と
思
う
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
外
国
人
労
働
者
の
受

け
入
れ
拡
大
に
つ
い
て

一般
質問

建築工事が進まない上根グラウンド

市
政
方
針
の
有
害

鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
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ベ
ル
の
農
業
支
援
、
活

性
化
に
向
け
取
り
組
む
。

児
玉
　
将
来
、
人
口
減

に
伴
い
市
単
独
で
の
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は

難
し
く
な
る
。
行
政
事

務
は
他
の
町
と
同
様
で

あ
り
連
携
が
必
要
で
は
。

市
長
　
難
し
い
課
題
だ

が
、
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

農
地
へ
の
災
害
復
旧
へ

３
分
の
２
、
ま
た
は
全

額
で
対
応
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、
同
様
の

支
援
が
必
要
で
は
。

市
長
　
民
有
施
設
等
は

市
内
全
体
で
考
え
る
必

要
が
あ
り
、
受
益
者
の

負
担
が
必
要
で
あ
る
。

児
玉
　
井
堰
の
崩
壊
は

３
〜
４
年
稲
作
が
で
き

な
い
。
ポ
ン
プ
等
の
支

援
が
必
要
で
は
。

市
長
　
一
時
的
な
お
金

で
な
く
も
っ
と
高
い
レ

安芸高田市議会だより 1617

農地、水路、頭首工
への追加支援は
市長／これ以上は受益者
　　　負担が原則

豪
雨
災
害
の

早
期
復
旧

児玉 史則
（無所属）

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

に
つ
い
て

行
政
事
務
の
効
率
化

児
玉
　
農
地
や
水
路
の

土
砂
撤
去
は
高
齢
者
に

は
負
担
が
重
荷
に
な

る
。そ
の
支
援
状
況
は
。

市
長
　
国
庫
補
助
を
利

用
、
制
度
に
の
ら
な
い

災
害
は
単
独
市
費
の
補

助
事
業
で
対
応
す
る
。

児
玉
　
他
の
市
町
で
は

Ｗｉ-Ｆｉ
整備
今
後
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境

整
備
へ
の
考
え
は

市
長
／
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
求
め
ら
れ

　
　
　て
い
る
と
認
識
し
て
い
る

新田 和明
（無所属）

活用が期待される公衆Wi-Fi（神楽門前湯治村）

新
田
　
民
泊
の
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
整
備
に
支
援
策
は

市
長
　
20
万
円
を
上
限

と
し
た
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
。

新
田
　
市
民
総
ガ
イ
ド

構
想
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
の
研
修
施
設

に
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
設
置
は
。

市
長
　
施
設
の
利
用
頻

度
を
調
査
し
、
必
要
な

箇
所
か
ら
整
備
を
考
え

て
い
く
。

新
田
　
企
業
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
へ
の
支
援
は
。

市
長
　
国
は
、
決
済
端

末
の
導
入
費
用
を
、
実

質
０
円
に
な
る
よ
う
補

助
制
度
を
検
討
し
て
い

る
。
市
も
動
向
を
踏
ま

え
検
討
し
て
い
く
。

新
田
　
地
域
通
貨
を
活

用
し
た
、
地
域
活
性
化

事
業
へ
の
考
え
は
。

市
長
　
検
討
し
て
い
く

価
値
が
あ
る
と
思
う
。

全
国
の
事
例
を
調
査
研

究
し
、
政
策
展
開
に
結

び
つ
け
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
本
庁
庁
舎
内
に
観
光

案
内
所
の
設
置
に
つ
い

て

高齢者に厳しい水路の土砂

一般
質問

関係人口
増加対策は
市長／地域と深い関係を結び
　　　移住の増加を

今
後
の
地
域

づ
く
り

秋田 雅朝
（無所属）

力
な
支
援
を
も
ら
っ
て

い
る
が
、
地
域
と
深
い

関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
、

移
住
が
増
加
す
る
の
で

は
と
考
え
て
い
る
。

秋
田
　
他
県
の
事
例
で

住
ん
で
は
い
な
い
が
、

そ
の
地
域
に
貢
献
し
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
求

め
る
「
２
地
域
居
住
の

支
援
」
が
あ
る
が
、
検

討
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

市
長
　
実
態
を
検
討
し
、

秋
田
　
関
係
人
口
増
加

対
策
は
、
地
域
づ
く
り

の
重
要
課
題
で
あ
り
、

関
係
性
の
質
を
高
め
る

視
点
の
変
換
が
必
要
と

考
え
る
が
見
解
は
。

市
長
　
本
市
で
は
、
ふ

る
さ
と
応
援
の
会
等
で

深
い
愛
情
を
も
っ
て
強

資産処理

上
根
グ
ラ
ウ
ン
ド

売
却
そ
の
後
は

市
長
／
豪
雨
災
害
の
影
響
で

　
　
　遅
延

山本 優
（無所属）

神楽東京公演のふるさと納税PRコーナーで関係人口の構築

山
本
　
落
札
よ
り
３
年

が
経
過
し
て
い
る
。
昨

年
８
月
に
は
着
工
の
計

画
で
あ
っ
た
が
実
行
さ

れ
て
い
な
い
。
指
導
に

つ
い
て
は
。

市
長
　
着
工
の
予
定
で

あ
っ
た
が
７
月
の
豪
雨

災
害
の
影
響
で
予
定
の

見
直
し
を
依
頼
さ
れ
た
。

４
月
か
ら
着
工
す
る
旨

の
回
答
を
受
け
た
。

山
本
　
工
期
、
着
工
遅

れ
等
の
対
応
に
つ
い
て

の
明
記
は
。

青
山
産
業
振
興
部
特
命

担
当
部
長
　
企
画
提
案

書
に
基
づ
い
て
着
工
す

る
と
あ
っ
た
が
、
豪
雨

災
害
が
理
由
と
い
う
こ

と
で
や
む
を
得
な
い
と

の
判
断
。

山
本
　
有
害
鳥
獣
対
策

の
内
容
が
昨
年
と
同
じ

で
あ
る
。
今
ま
で
と
は

変
わ
っ
た
方
法
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
最
新
の
機
器
を

利
用
し
た
効
果
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
一
番

効
果
の
あ
る
方
法
を
模

索
し
て
ゆ
き
た
い
。

参
考
に
さ
せ
て
も
ら
う
。

秋
田
　「
リ
ビ
ン
グ
ラ

ボ
」
の
取
り
組
み
は
地

域
づ
く
り
の
一
案
に
な

る
の
で
は
と
考
え
る
が
。

市
長
　
地
域
と
企
業
を

つ
な
ぐ
取
り
組
み
は
、

地
域
づ
く
り
に
も
大
い

に
役
立
つ
と
思
う
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
外
国
人
労
働
者
の
受

け
入
れ
拡
大
に
つ
い
て

一般
質問

建築工事が進まない上根グラウンド

市
政
方
針
の
有
害

鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
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り
、
問
題
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
関
係
機
関
と
も

し
っ
か
り
調
整
す
る
。

山
根

　老
朽
化
し
た
施

熊
高

　本
市
の
多
文
化

共
生
推
進
員
の
方
は
毎

月
２
７
０
件
近
い
相
談

に
対
応
さ
れ
て
い
る
。

多
量
の
業
務
を
行
う
た

め
に
人
材
確
保
に
国
の

支
援
制
度
を
活
用
出
来

な
い
か
。

市
長
　
総
額
２
１
１
億
円

の
予
算
が
計
画
さ
れ
て

い
る
中
、
先
進
的
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
本
市

を
評
価
し
て
頂
い
て
お

り
、
さ
ら
に
予
算
確
保

に
努
め
る
。

安芸高田市議会だより 1819

多文化共生推進へ
国の予算活用を
市長／国も本市の取り組み
　　　を評価している

多
文
化
共
生熊高 昌三

（無所属）

市
民
総
ガ
イ
ド
構
想

熊
高

　多
文
化
共
生
推

進
へ
、
国
の
支
援
制
度

を
活
用
し
て
い
る
か
。

市
長
　
入
管
法
が
改
正

さ
れ
、
昨
年
末
、
総
務

省
か
ら
外
国
人
受
け
入

れ
と
共
生
の
た
め
の
総

合
的
対
応
策
が
公
表
さ

れ
、
調
査
中
で
あ
る
。

多文化共生推進に取り組む相談員

一般
質問

熊
高

　取
り
組
む
内
容

と
将
来
へ
の
見
通
し
は
。

市
長
　
外
国
人
と
日
本

人
と
の
意
思
の
疎
通
と

理
解
が
無
い
と
多
文
化

共
生
は
進
展
し
な
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
端
末

や
翻
訳
機
器
を
導
入
し

て
言
葉
の
壁
を
越
え
る

こ
と
で
共
生
社
会
が
実

現
す
る
と
考
え
て
い
る
。

屋外スピーカー
設置は
市長／現時点では
　　　考えていない

防
災
に
つ
い
て青原 敏治

（無所属）

し
て
き
た
。
防
災
無
線

の
整
備
に
つ
い
て
の
意

見
だ
が
、
確
か
に
複
数

の
伝
達
手
段
を
整
備
す

る
こ
と
は
利
点
も
あ
る

と
思
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
多
額
の
初
期
投
資

が
必
要
で
、
財
政
的
な

面
も
考
慮
す
る
事
な
ど

で
、
現
時
点
で
は
、
具

体
的
な
整
備
は
検
討
し

て
い
な
い
。

青
原

　防
災
無
線
、
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
設
置
は
。

市
長
　
か
つ
て
は
、
八

千
代
町
と
向
原
町
で
整

備
を
し
て
お
り
、
避
難

情
報
の
伝
達
手
段
の
一

つ
と
し
て
、
光
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
と
併
せ
、

お
太
助
フ
ォ
ン
を
整
備

予算

本
年
度
の

予
算
編
成
は

市
長
／
新
し
く

　
　
　健
全
化
計
画
の
中
で

塚本 近
（無所属）

ぜひ設置を！屋外スピーカー

塚
本

　財
政
健
全
化
計

画
が
進
む
中
、
本
年
度

の
予
算
編
成
は
。

市
長
　
市
税
の
伸
び
悩

み
、
交
付
税
の
減
額
、

公
共
施
設
の
維
持
修
繕

や
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
更

新
な
ど
厳
し
い
財
政
が

続
く
中
、
昨
年
７
月
の

豪
雨
災
害
に
よ
り
、
そ

の
厳
し
さ
は
増
し
て
い

る
。
そ
ん
な
中
予
算
編

成
で
は
、
人
口
減
対
策
、

災
害
復
旧
復
興
支
援
を

重
点
に
作
成
し
た
。

塚
本

　厳
し
い
中
で
の

財
政
健
全
化
を
進
め
る

に
は
、
各
種
事
業
の
見

直
し
、
新
し
い
事
業
な

ど
市
民
へ
の
説
明
が
必

要
と
考
え
る
が
。

市
長
　
事
業
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
新
た
な

財
政
健
全
化
計
画
を
策

定
す
る
中
で
事
業
の
検

証
を
行
っ
て
い
く
。
市

民
へ
の
説
明
に
つ
い
て

は
、
直
接
市
民
の
皆
様

と
の
対
話
や
、
広
報
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ

り
行
い
意
見
を
も
ら

い
、
施
策
へ
と
結
び
つ

け
て
い
く
。

青
原

　ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
利
活
用
は
。

市
長
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
つ
い
て
は
市
民
の

方
が
非
常
に
関
心
を

持
っ
て
お
ら
れ
て
、
市

民
の
方
々
に
わ
か
り
や

す
い
啓
発
を
今
後
し
て

い
き
た
い
。

一般
質問

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

公
共
施
設
の

維
持
管
理
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多文化共生

市
民
総
ガ
イ
ド

構
想
と
は

市
長
／
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
お
も
て

　
　
　な
し
の
心
を
育
む
こ
と

山根 温子
（無所属）

山
根

　市
民
総
ガ
イ
ド

構
想
の
今
後
の
取
り
組

み
は
。

市
長
　
言
葉
の
壁
が
課

題
で
あ
り
、
翻
訳
機
器

等
を
活
用
し
、
ま
ず
は
相

互
の
交
流
を
深
め
、
き
っ

か
け
づ
く
り
を
促
進
し

て
い
く
計
画
で
あ
る
。

山
根

　翻
訳
ア
プ
リ
を

使
っ
て
も
医
療
の
通
訳

で
は
正
確
な
翻
訳
に
な

ら
ず
、
か
え
っ
て
危
険

な
事
も
あ
る
と
聞
く
が
。

市
長
　
全
国
に
先
駆
け

て
の
新
し
い
施
策
で
あ

設
は
、
市
民
の
生
命
と

財
産
を
脅
か
す
時
限
爆

弾
と
も
言
わ
れ
る
。
今

後
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

市
長
　
再
度
、
施
設
点

検
管
理
を
含
め
検
討
。

山
根

　施
設
の
利
用
率

を
上
げ
る
活
用
は
。

教
育
長
　
八
千
代
図
書

館
が
フ
ォ
ル
テ
内
へ
移

転
す
る
こ
と
で
、
今
後

は
利
便
性
や
利
用
率
の

向
上
が
期
待
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

言葉の壁を超え、さらに交流を深める

普通交付税の推移



り
、
問
題
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
関
係
機
関
と
も

し
っ
か
り
調
整
す
る
。

山
根

　老
朽
化
し
た
施

熊
高

　本
市
の
多
文
化

共
生
推
進
員
の
方
は
毎

月
２
７
０
件
近
い
相
談

に
対
応
さ
れ
て
い
る
。

多
量
の
業
務
を
行
う
た

め
に
人
材
確
保
に
国
の

支
援
制
度
を
活
用
出
来

な
い
か
。

市
長
　
総
額
２
１
１
億
円

の
予
算
が
計
画
さ
れ
て

い
る
中
、
先
進
的
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
本
市

を
評
価
し
て
頂
い
て
お

り
、
さ
ら
に
予
算
確
保

に
努
め
る
。

安芸高田市議会だより 1819

多文化共生推進へ
国の予算活用を
市長／国も本市の取り組み
　　　を評価している

多
文
化
共
生熊高 昌三

（無所属）

市
民
総
ガ
イ
ド
構
想

熊
高

　多
文
化
共
生
推

進
へ
、
国
の
支
援
制
度

を
活
用
し
て
い
る
か
。

市
長
　
入
管
法
が
改
正

さ
れ
、
昨
年
末
、
総
務

省
か
ら
外
国
人
受
け
入

れ
と
共
生
の
た
め
の
総

合
的
対
応
策
が
公
表
さ

れ
、
調
査
中
で
あ
る
。

多文化共生推進に取り組む相談員

一般
質問

熊
高

　取
り
組
む
内
容

と
将
来
へ
の
見
通
し
は
。

市
長
　
外
国
人
と
日
本

人
と
の
意
思
の
疎
通
と

理
解
が
無
い
と
多
文
化

共
生
は
進
展
し
な
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
端
末

や
翻
訳
機
器
を
導
入
し

て
言
葉
の
壁
を
越
え
る

こ
と
で
共
生
社
会
が
実

現
す
る
と
考
え
て
い
る
。

屋外スピーカー
設置は
市長／現時点では
　　　考えていない

防
災
に
つ
い
て青原 敏治

（無所属）

し
て
き
た
。
防
災
無
線

の
整
備
に
つ
い
て
の
意

見
だ
が
、
確
か
に
複
数

の
伝
達
手
段
を
整
備
す

る
こ
と
は
利
点
も
あ
る

と
思
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
多
額
の
初
期
投
資

が
必
要
で
、
財
政
的
な

面
も
考
慮
す
る
事
な
ど

で
、
現
時
点
で
は
、
具

体
的
な
整
備
は
検
討
し

て
い
な
い
。

青
原

　防
災
無
線
、
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
設
置
は
。

市
長
　
か
つ
て
は
、
八

千
代
町
と
向
原
町
で
整

備
を
し
て
お
り
、
避
難

情
報
の
伝
達
手
段
の
一

つ
と
し
て
、
光
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
と
併
せ
、

お
太
助
フ
ォ
ン
を
整
備

予算

本
年
度
の

予
算
編
成
は

市
長
／
新
し
く

　
　
　健
全
化
計
画
の
中
で

塚本 近
（無所属）

ぜひ設置を！屋外スピーカー

塚
本

　財
政
健
全
化
計

画
が
進
む
中
、
本
年
度

の
予
算
編
成
は
。

市
長
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税
の
伸
び
悩

み
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付
税
の
減
額
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公
共
施
設
の
維
持
修
繕

や
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
更

新
な
ど
厳
し
い
財
政
が

続
く
中
、
昨
年
７
月
の

豪
雨
災
害
に
よ
り
、
そ

の
厳
し
さ
は
増
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て
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そ
ん
な
中
予
算
編

成
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減
対
策
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復
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興
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重
点
に
作
成
し
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塚
本
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中
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政
健
全
化
を
進
め
る
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種
事
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直
し
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新
し
い
事
業
な

ど
市
民
へ
の
説
明
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必

要
と
考
え
る
が
。
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業
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直
し

に
つ
い
て
は
、
新
た
な

財
政
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全
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計
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を
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の
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を
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へ
の
説
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・

ホ
ー
ム
ペ
ー
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も
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と
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。
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ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
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用
は
。
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長
　
ハ
ザ
ー
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ッ

プ
に
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わ
か
り
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す
い
啓
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い
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持
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多文化共生

市
民
総
ガ
イ
ド

構
想
と
は

市
長
／
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
お
も
て

　
　
　な
し
の
心
を
育
む
こ
と

山根 温子
（無所属）

山
根

　市
民
総
ガ
イ
ド

構
想
の
今
後
の
取
り
組

み
は
。

市
長
　
言
葉
の
壁
が
課

題
で
あ
り
、
翻
訳
機
器

等
を
活
用
し
、
ま
ず
は
相

互
の
交
流
を
深
め
、
き
っ

か
け
づ
く
り
を
促
進
し

て
い
く
計
画
で
あ
る
。

山
根

　翻
訳
ア
プ
リ
を

使
っ
て
も
医
療
の
通
訳

で
は
正
確
な
翻
訳
に
な

ら
ず
、
か
え
っ
て
危
険

な
事
も
あ
る
と
聞
く
が
。

市
長
　
全
国
に
先
駆
け

て
の
新
し
い
施
策
で
あ

設
は
、
市
民
の
生
命
と

財
産
を
脅
か
す
時
限
爆

弾
と
も
言
わ
れ
る
。
今

後
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

市
長
　
再
度
、
施
設
点

検
管
理
を
含
め
検
討
。

山
根

　施
設
の
利
用
率

を
上
げ
る
活
用
は
。

教
育
長
　
八
千
代
図
書

館
が
フ
ォ
ル
テ
内
へ
移

転
す
る
こ
と
で
、
今
後

は
利
便
性
や
利
用
率
の

向
上
が
期
待
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

言葉の壁を超え、さらに交流を深める

普通交付税の推移
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地域懇談会地域懇談会地域懇談会地域懇談会

　表題の件につき、安芸高田市議会基本条例に基づく市議会としての取り組みに心より
敬意を表します。
　さて、平成 30 年 12 月 20 日付けで上記表題にて報告のあった件は、大枠２点に整
理し次のとおり回答いたします。
　最初に市民 171 名から 838 件の意見・要望があった件は、市議会としては市政運
営の参考にされたいとの要望でございますので、このことを真摯に受け止め、対応させ
ていただきたいと考えます。
　次に執行部として、市民との懇談会を開催するようにとの要望でございますが、基本
的には様々な機会を通して、市民の皆様のご意見ご要望などをお聞きしているところで
ございます。今後、自治懇談会の活用やテーマ別懇談会の設定など、引き続き取り組み
を進めてまいりたいと思いますので、ご理解をいただきますようお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

平成30年度　市議会地域懇談会（回答）
　　　　　　　　　　　　　安芸高田市長　浜田　一義

　上記の要望、提案の中で市内（各町６会場）とも共通する内容として、防災、公共施
設の利活用、地域振興組織・地域の活性化、人口減対策について、多く出されています。
今回の市民の皆さんからの要望、提案に基づく具体的な執行部からの政策提案はありま
せんが、今後、議会（総務企画常任委員会）として執行部とともに要望、提案が市政に
反映されるよう取り組みを継続的に進めていきたいと考えています。

要　望
90件
48件
16件
154件

総務部
企画振興部
議会事務局（その他含む）

合　計

54件
43件
10件
107件

提　案

第61号　令和元年５月15日発行

総務企画常任委員会所管

○通学路の安全対策と整備について
市民からの意見（抜粋）
　安全対策を各課の連携で取り組んでほしい。特に危険箇所は、再点検をお願いします。
教育委員会の回答
通学路の安全対策は「交通安全プログラム」を策定し、昨年９月に市内各町の合同点検を実施し
洗い出しを進めました。結果はホームページに掲載しています。市道については今後３年以内で
整備を行う予定です。
平成31年度の取り組み
　市道道路維持の予算は、建設部すぐやる課の所管で、今年度予算を工事請負費約 8000 万円
を計上しています。工事内容は、「交通安全プログラム」に緊急箇所を 75 箇所要望しており、
そのうち「プログラムに載せる 28 箇所のうち、今後２年の 16 箇所を選定し、その中の７路線
について、今年度「通学路危険対策路線工事」として対応します。
今後２年で対応を予定している路線
吉田町　　①新町１号線　②立繩手線　③貴船線　④高樋貴船線　⑤貴船縦線　⑥一本木小山線
八千代町　⑦勝田根之谷線　⑧出口１号線
高宮町　　⑨川根小学線　⑩甲田作木線　⑪西田くいわら線　⑫川平大畑線
甲田町　　⑬新町福丸線　⑭甲立中央線
向原町　　⑮上戸島線　⑯上通り線

文教厚生常任委員会所管

　産業建設常任委員会で多かった意見の一つは、鳥獣害対策でした。議会でも関心の高い課題で
あり、今までも執行部へ強く要望してきたところです。しかし、現状は捕獲や防護柵などの取り
組みが主となっており、委員会としては抜本的対策の必要性を訴えてきました。
　その対策の一つとして、山林の計画的な整
備に取り組み、獣が人里や農地に近づかない
仕組みづくりを提案しています。執行部も委
員会の提案に対し、具体的な取り組みとして
２回の講演会を行いました。
　１回目は獣害対策の専門家を招いて現状の
認識と具体的な対応について、２回目は、竹
チップの堆肥化による循環型地域づくりにつ
いて研修しました。２回の講演は多くの市民
が参加され、好評でした。
　今後は、執行部に対し、研修してきたこと
を地域ごとに実施するよう要望していきます。

令和元年度地域懇談会開催日（予定）　※時間はいずれも 19時開始
○吉 田 町：７月 17 日（水）　安芸高田市民文化センター（クリスタルアージョ）
○美土里町：７月 19 日（金）　美土里生涯学習センターまなび
○八千代町：８月１日（木）　八千代文化施設フォルテ
○高 宮 町：８月５日（月）　高宮支所（※月曜日のため高宮田園パラッツオは休館日）
○向 原 町：８月７日（水）　向原生涯学習センターみらい
○甲 田 町：８月９日（金）　甲田文化センターミューズ

産業建設常任委員会所管

平成３０年度
  地域懇談会における取り組み状況
平成３０年度
  地域懇談会における取り組み状況

獣害対策講演会に多くの市民が参加
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　安全対策を各課の連携で取り組んでほしい。特に危険箇所は、再点検をお願いします。
教育委員会の回答
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仕組みづくりを提案しています。執行部も委
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認識と具体的な対応について、２回目は、竹
チップの堆肥化による循環型地域づくりにつ
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が参加され、好評でした。
　今後は、執行部に対し、研修してきたこと
を地域ごとに実施するよう要望していきます。
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芸北広域環境施設組合
(きれいセンター)

芸北広域環境施設組合
(きれいセンター)

増える　　　　　　問題増える　　　　　　問題燃えるごみ燃えるごみ

一般会計６億 6817 万円一般会計６億 6817 万円

環境教育推進事業に192 万円〔新規〕環境教育推進事業に192 万円〔新規〕

（対前年度　3310 万円増）（対前年度　3310 万円増）
人口減少の中人口減少の中

可
決

生徒議会生徒議会

可

　決

31
年
度
予
算

1月

１月～３月の議会の主な活動状況１月～３月の議会の主な活動状況議会のうごき

15日　議会改革特別委員会
21日　全員協議会
　　　　田んぼアート事業調査
　　　　特別委員会
　　　　道の駅整備調査特別
　　　委員会
22日　議会広報特別委員会
23日　議会運営委員会

２月

     1日　道の駅整備調査特別
　　　委員会
　　　 田んぼアート事業調査
　　　 特別委員会
      4日　議会広報特別委員会
13日　議会運営委員会
　　　　 議会改革特別委員会
19日　議会運営委員会
20日　全員協議会
21日　第１回定例会（開会）
　　　　議会広報特別委員会
22日　予算決算常任委員会
25日　本会議（補正予算）
　　　　 総務企画常任委員会
26日　文教厚生常任委員会
27日　産業建設常任委員会
　　　　 議会運営委員会
28日　本会議（一般質問）

３月

     4日　本会議（一般質問）
     6日　道の駅整備調査特別
　　　 委員会
     7日　予算決算常任委員会
     8日　予算決算常任委員会
11日　予算決算常任委員会
12日　議会運営委員会
15日　第１回定例会（最終日）
　　　 議会改革特別委員会
19日　全員協議会
　　　 議会広報特別委員会
27日　議会改革特別委員会
　　　 田んぼアート事業調査
　　　 特別委員会
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※詳細は、お太助フォン
　や市のホームページで
　お知らせいたします。

■令和元年第2回
定例会は6月上旬
から開会を予定
しています
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催
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。
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。
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高宮中学校生徒が市政を問う

採決を行う高宮中学校の生徒議員（１月31日）

背　景  増え続けるごみの処理問題
（財政危機・環境問題）

事業概要

～ごみゼロ運動の推進～

 学校・市・施設が連携
した環境教育の推進

期待される効果
 環境教育の成果が
地域へ波及し、

ごみの減量化が促進

ごみ処理経費
が減少する

学校
（地域）

安芸高田市
北広島町

きれいセンター
（芸北広域環境施設組合）

講師派遣
教材提供等

実習体験

説明機材の提供

分別提案

事業協力

手つかず
食　品

その他 不燃物

古紙類
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紙製容器包装
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衣類

プラスチック製
容器包装

ビニール
製品ペットボトル

剪定枝

割りばし

ごみ袋にあった
プラスチック製容器包装

ごみ袋の中の
手つかず食品

燃えるごみの中味は？

図１ 芸北広域きれいセンターへのごみ搬入量の推移

分別すれば、
ごみはもっと減らせる！
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郷野小学校最後の卒業式（3月20日）

吉　田

八千代文化施設フォルテ（2月24日）

八千代

美土里Ｂ＆Ｇ海洋センター（2月23日）

美土里 高宮Ｂ＆Ｇ海洋センター
大会前の風船割りイベント !

第42回県北招待剣道大会（3月21日）

高　宮

卒業おめでとう！

第1回甲田小学校卒業式（3月20日）

甲　田 若者のパフォーマンス

ふれあいカラオケ発表会（2月3日）

向　原

八千代町民文化祭未来へはばたけ

美土里Ｂ＆Ｇ海洋センター
リニューアルオープン記念式典

今回の題字は、 さん（愛郷小学校６年生）  です。

人がつながる田園都市

あきたかた
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